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山
の
斜
面
や
谷
間
の
傾
斜
地
に
、
階
段
状

に
造
ら
れ
た
水
田
で
あ
る
「
棚
田
」
。
小
さ

な
も
の
ま
で
数
え
れ
ば
、
千
枚
に
も
達
す
る

こ
と
か
ら
「
千
枚
田
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。
「
耕
し
て
天
に
至
る
」
と
も
形
容
さ
れ
、

山
肌
に
棚
の
よ
う
に
重
な
る
そ
の
曲
線
美
は
、

ふ
る
さ
と
の
原
風
景
と
し
て
日
本
人
の
心
に

潤
い
と
安
ら
ぎ
を
与
え
続
け
て
き
ま
し
た
。

【
棚
田
の
起
源
】

　
棚
田
が
い
つ
頃
か
ら
み
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
か
、
正
確
に
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、

飛
鳥
に
都
が
置
か
れ
る
よ
う
に
な
る
以
前
の
、

古
墳
時
代
（
６
世
紀
中
葉
〜
７
世
紀
前
半
）

に
は
、
谷
津
田(

や
つ
だ)

型
の
棚
田
（
谷
間

の
傾
斜
地
に
あ
る
棚
田
）
は
出
現
し
て
い
た

も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
「
棚

田
」
と
い
う
言
葉
が
文
書
に
み
ら
れ
る
の
は
、

室
町
前
期
の
「
高
野
山
文
書
」
が
最
初
で
す
。

そ
れ
に
は
、
「
も
と
も
と
は
〔
山
田
〕
と
言

っ
て
い
た
が
、
棚
に
似
て
い
る
の
で
棚
田
と

言
う
」
と
あ
り
ま
す
。
ち
な
み
に
中
国
で
は
、

梯
子(

は
し
ご)
に
似
て
い
る
の
で
、
梯
田(

て

い
で
ん
・
棚
田
と
段
々
畑
の
両
方
を
さ
す
）

と
言
っ
て
い
ま
す
。
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
・
棚
田

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
引
用
）

【
棚
田
の
定
義
】

　
一
般
的
に
棚
田
と
は
、
傾
斜
地
に
階
段
状

を
な
し
、
畦
畔(

け
い
は
ん
＝
あ
ぜ)

を
つ
け

て
ひ
ら
か
れ
た
小
区
画
の
水
田
の
総
称
で
す

が
、
日
本
の
棚
田
研
究
の
第
一
人
者
・
中
島

峰
広
（
棚
田
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
代
表
）
氏
は
、

棚
田
の
面
積
を
量
的
に
把
握
す
る
必
要
か
ら
、

農
水
省
が
１
９
８
８
年
に
実
施
し
た
「
水
田

要
整
備
量
調
査
」
で
対
象
と
し
た
〈
傾
斜
20

分
の
１
（
水
平
方
向
に
20
メ
ー
ト
ル
進
ん
だ

と
き
に
１
メ
ー
ト
ル
高
く
な
る
傾
斜
）
以
上

の
土
地
に
あ
る
水
田
〉
を
棚
田
と
し
て
分
布

図
を
作
成
し
、
以
後
こ
れ
が
使
わ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
・
棚
田
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
引
用
）

　
「
瑞
穂
の
国
」
と
称
え
ら
れ
る
ほ
ど
稲
作

に
情
熱
を
注
い
で
き
た
私
た
ち
の
祖
先
が
、

そ
の
知
恵
と
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
に
よ
っ
て
積
み

上
げ
て
き
た
棚
田
は
、
ほ
ぼ
全
国
的
に
分
布

し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
形
態
は
東
と
西
で
大

き
く
異
な
り
ま
す
。
東
日
本
一
帯
で
は
法
面

（
の
り
め
ん
）
を
土
で
固
め
た
『
土
坡
（
ど

は
）
』
が
一
般
的
な
の
に
対
し
、
西
日
本
で

は
石
で
積
ん
だ
『
石
積
み
』
が
主
体
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
日
本
各
地
に
存
在
す
る

「
棚
田
」
。
し
か
し
、
そ
こ
に
暮
ら
す
人
々

が
抱
え
る
問
題
も
多
く
、
経
済
効
率
重
視
や

担
い
手
の
減
少
な
ど
に
よ
り
荒
廃
化
が
進
み
、

現
在
そ
の
存
続
自
体
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
ま
す
。

（写真左）新潟県十日町市　星峠の棚田

（写真中）長野県千曲市　姨捨の棚田

（写真右）平戸市大島村　大根坂棚田

とおか

ちくま おばすて

お お ね ざ か

まち ほしとうげ

（写真提供：安井一臣氏）
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　我が国では、①降水量が夏場に多い特徴的な気候、
②限られた平地に高い密度で河川が分布する地形、③
河川を中心に粘土質の土壌が展開していたこと、など
の理由から水田が広がり、稲作が営まれてきました。
　水田により国土を治水・保全し、多様な生き物のす
む場所が確保されたことで、自然の恵みを受けてきま
した。また、水田を中心とする農村の景色が日本の原
風景として認識されるようになりました。
　水田で作る米は、連作障害もなく、日本の気候風土
に適しています。これにより、狭い国土にもかかわら
ず、主食の米を作り続けることができました。戦後の
食糧難を乗り越え、日本を先進国へと導いた礎といっ
ても過言ではないでしょう。

数字でみる日本の農業

水田の歴史

農家戸数
６０６万戸（昭和35年）

４２３万戸（昭和60年）

２８５万戸（平成17年）

農地面積
６０７万ha（昭和35年）

○農林水産省ホームページから引用

４６９万ha（平成17年）
○45年で半数以下に

農業や農村が持つ多面的な機能の貨幣価値
３兆５千億円／年【洪水防止機能】

 ５千億円／年【土砂崩壊防止機能】

２兆４千億円／年【保健保養・やすらぎ機能】
○農作物の生産以外にも数多くの機能を有しています

農業従事者の65歳以上割合
２１％（昭和50年）

２９％（昭和60年）

５８％（平成17年）
○約６割が65歳以上に

○138万haが減少

耕作放棄地面積
１３．１万ha（昭和35年）

３８．６万ha（平成17年）

○平成17年には、島原半島
　の約8.4倍もの面積に
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森﨑　ハナさん（92）
（雲仙市千々石町上岳地区在住）

棚
田
に
生
き
る

棚田の里に嫁いで
７０年になるかな
まだまだ現役たい
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棚
田
を
守
る

棚
田
を
活
か
す

（写真上）地元の小学校で棚田についての特
別授業を行う千々石町岳地区の山本哲郎さん
／（写真右上）長崎市大中尾棚田で行われる
案山子コンテストのようす／（写真右下）棚
田オーナー制度での田植えのようす
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　10月17日（金）の千々石町清水棚
田での現地見学会や分科会、全体交
流会と18日（土）の雲仙メモリアル
ホールでの全体会議を手伝っていた
だける人、または、事前の準備など
を手伝っていただける人を募集します。
　年齢、性別、経験などは問いません。
旅費や郷土料理の材料費、調理費な
どの実費は負担します。
　皆さんのチカラを借りて、棚田サ
ミットを成功させようと思いますので、
協力をお願いします。

　平成７年、高知県梼原町で第１回全国棚田（千枚田）サ
ミットが開かれてから、全国各地で行われ引き継がれてき
た棚田サミットが、今年雲仙市・長崎市で開かれます。過
去13年間の取り組みにより、「棚田」の知名度も上がり、
保全活動や存続活動も行われるようになりました。また、
国への要望などにより、中山間地の育成も全国で行われて
います。
　さて、10月16日から18日までの３日間、雲仙市と長崎市
で行われる「第14回全国棚田（千枚田）サミット」は棚田
が持つさまざまな魅力を多くの市民や消費者に発信し、そ
の必要性と重要な機能を認識してもらうことを目的に開か
れます。
　今回のサミットの目玉でもある「分科会」でも、農業だ
けでなく環境や教育、景観などについて話し合われます。
市民の皆さんも参加できますので、ぜひこの機会に棚田に
ついて学んでみませんか。（詳しくは、９ページをご覧く
ださい）

分科会の受付や案内、現地見学会
などで手伝っていただける個人、
グループを募集します。

棚田サミット全般への支援

雲仙メモリアルホールで行われる「全
体交流会」で手伝っていただける
人や郷土料理などを提供していた
だける個人、グループを募集します。

全体交流会での協力

10月17日、サミット参加者が長崎
市から雲仙市へ移動するバスの中で、
雲仙市の説明や棚田の話、サミッ
トでの注意事項などを参加者にガ
イドします。（内容は事前に説明、
練習します）

バスガイド

道案内や棚田の簡単な説明をサミ
ット参加者にガイドします。（内
容は事前に説明、練習します）

棚田ガイド

会場の装飾や案内、看板のデザイン、
会場アナウンス、地元方言講座、
そして笑顔のサービス。一緒にサ
ミットを盛り上げてください。

いろいろなお手伝い

問　観光物産まちづくり推進課
　　（☎38-3111）

～サミットへ向けて～
ゆす はら
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第14回

全国棚田（千枚田）
　　　　　サミット
全国棚田（千枚田）
　　　　　サミット～みんなで語ろう、棚田の未来～

雲仙市・長崎市 共同開催

　全国の棚田（千枚田）を有する市町村、棚田保全に取り
組む団体・個人が一堂に会して行われるのが、第14回全国
棚田（千枚田）サミットです。ここでは、環境保全や生産

の場としての水田、文化遺産としての棚田保全の意
義や必要性をお互いに理解しあい、都市住民

など多くの国民の理解と合意を得て、本
格的な中山間地域の維持活性化に

つなげようとしています。
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第14回 全国棚田（千枚田）サミット ～みんなで語ろう、棚田の未来～

10月16日（木）

10月17日（金）

10月18日（土）

《開会式》　午後１時～１時30分 〔会場〕アリーナかぶとがに

《事例発表》長崎市立神浦小学校　午後２時45分～３時 〔会場〕アリーナかぶとがに

《大中尾棚田見学会》長崎市外海地区　午後４時30分～６時 〔会場〕大中尾棚田

《清水棚田見学会》雲仙市千々石町　午前10時～正午 〔会場〕清水棚田

《全体交流会》　午後６時～８時30分 〔会場〕雲仙メモリアルホール

《分科会》（５分科会）　午後２時～５時 〔会場〕雲仙市の各会場

《事例発表》雲仙市立千々石第二小学校  午前９時30分～９時45分〔会場〕雲仙メモリアルホール

《共同宣言》実行委員会会長　雲仙市長  午前10時50分～ 〔会場〕雲仙メモリアルホール
《次期開催地挨拶》新潟県十日町市　十日町市長 〔会場〕雲仙メモリアルホール
《閉会式》　　　　　　　　　　　　　　　　　　～11時20分〔会場〕雲仙メモリアルホール
《市内視察》エクスカーション 〔会場〕各視察地

《分科会発表》　午前９時45分～10時40分 〔会場〕雲仙メモリアルホール

《基調講演》　午後１時30分～２時45分

○演題
　「みんなで語ろう、棚田の未来」
○講師
　東京農工大学教授
　千賀　裕太郎 氏

〔会場〕アリーナかぶとがに

第１分科会
棚田と環境・教育
～棚田で遊ぼう、棚田で学ぼう～

第２分科会
一般市民参加による棚田保全
～みんなで創ろう、棚田の未来～

第３分科会
地域づくりと棚田の継承
～地域の宝を次世代へ～

第４分科会
棚田地域での生産と販売戦略
～安全・安心な食べ物を食卓へ～

第５分科会
百姓と共に語ろう日本の農業
～山下惣一、宇根豊の農本主義師弟が
　　　　　　　　「近代化」を斬る～

首長会議
中山間棚田地域の再生
～夢のある中山間地域を目指して～

コーディネーター
棚田学会理事
棚田ネットワーク理事

安井　一臣　氏

コーディネーター

立正大学准教授

堀田　恭子　氏

コーディネーター

熊本大学教授

上野　眞也　氏

コーディネーター

マーケティングプロデューサー

平岡　豊　氏

コーディネーター
ＮＰＯ法人
農と自然の研究所代表理事

宇根　豊　氏

コーディネーター
棚田学会会長
早稲田大学名誉教授

中島　峰広　氏

ねらい：次世代を担う子どもたちを棚田で遊ばせ、
学ばせる取り組みを通じ、環境教育や食育を実践
するとともに、農林業への理解を深め、棚田ファ
ンを拡大しようというもの。

ねらい：耕作者の多くが高齢者で、棚田の保全が
困難な現状、一般市民参加型の棚田保全活動を普
及、展開していこうというもの。

ねらい：過疎化、高齢化が進む棚田地域において、
交流人口を拡大し、地域活性化を図っていくため
の地域外支援者の受入態勢の整備などによる集落、
地域の維持とその活性化策を探りたい。

ねらい：棚田で生産される米は、手間ひまかけた
スローフードそのままであるが、さらにおいしい
米づくりと棚田米としての付加価値の付け方、そ
の販売戦略を探りたい。

ねらい：着実に発展してきた棚田保全の取り組み
を振り返り、棚田関係者と一般市民が集い、日本
農業の未来の可能性について、みんなで大いに語
り合い、今後の活動に活かしていこうというもの。

ねらい：棚田地域を有する自治体の現状、共通課
題などについての議論と友好を深め、棚田をはじ
め中山間地域の再生に向けての手法を探りたい。
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雇
用
期
間

9
月
1
日
〜
平
成
21
年
3
月
31
日

勤
務
日　

月
曜
日
〜
金
曜
日

　
　
　

（
祝
日
、
年
始
年
末
を
除
く
）

勤
務
時
間

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分

※
事
業
の
内
容
に
よ
り
勤
務
時
間
な
ど
の

変
更
有
り

応
募
資
格

●
平
成
20
年
4
月
1
日
現
在
で
65
歳
未
満

　

の
人

●
管
理
栄
養
士
の
資
格
を
有
す
る
ま
た
は

　

平
成
20
年
度
の
登
録
申
請
が
済
ん
で
い

　

る
人

●
通
勤
可
能
な
人
で
、
普
通
自
動
車
免
許

　

を
有
す
る
人

業
務
内
容　

特
定
保
健
指
導
事
業
に
お
け

る
栄
養
指
導
な
ど

募
集
人
員　

1
人

勤
務
場
所

市
役
所
お
よ
び
特
定
保
健
指
導
会
場

報
酬

月
額
14
万
4
千
円
（
通
勤
手
当
有
）

※
勤
務
実
績
に
よ
り
割
増
有

社
会
保
険
等

健
康
保
険
、
厚
生
年
金
、
雇
用
保
険

選
考
方
法　

面
接

受
付
期
限　

8
月
11
日
（
月
）
ま
で

　
　
　
　
　

※
郵
送
の
場
合
は
必
着

選
考
日　

応
募
者
に
別
途
通
知

申
込
方
法　

保
険
年
金
課
、
人
事
課
ま
た

は
各
総
合
支
所
市
民
生
活
課
に
備
え
付
け

の
「
嘱
託
職
員
申
込
書
」
に
写
真
を
貼
り
、

必
要
事
項
を
自
筆
で
記
入
の
上
、
管
理
栄

養
士
の
免
許
証
（
登
録
申
請
書
）
の
写
し

を
添
え
て
、
保
険
年
金
課
、
人
事
課
ま
た

は
各
総
合
支
所
市
民
生
活
課
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

問　

保
険
年
金
課　

国
保
年
金
班

☎
（
38
）
3
1
1
1

雇
用
期
間

10
月
14
日
〜
平
成
21
年
1
月
30
日

勤
務
日　

月
曜
日
〜
金
曜
日

　
　
　

（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

勤
務
時
間

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分

応
募
資
格

保
健
師
の
免
許
を
有
す
る
65
歳
未
満
（
平

成
20
年
4
月
1
日
現
在
）
で
、
通
勤
可
能

な
人

募
集
人
員　

1
人

業
務
内
容

健
康
推
進
員
養
成
・
活
動
支
援
に
関
す
る

業
務
お
よ
び
感
染
症
予
防
に
関
す
る
業
務

な
ど

報
酬

月
額
16
万
円
（
通
勤
手
当
有
）

社
会
保
険
等

健
康
保
険
、
厚
生
年
金
、
雇
用
保
険

選
考
方
法　

面
接

受
付
期
限　

8
月
11
日
（
月
）
ま
で

　
　
　
　
　

※
郵
送
の
場
合
は
必
着

選
考
日　

応
募
者
に
別
途
通
知

申
込
方
法

健
康
づ
く
り
課
、
人
事
課
ま
た
は
各
総
合

支
所
市
民
生
活
課
に
備
え
付
け
の
「
嘱
託

職
員
登
録
申
込
書
」
に
写
真
を
貼
り
、
必

要
事
項
を
自
筆
で
記
入
の
上
、
保
健
師
免

許
の
写
し
を
添
え
て
、
健
康
づ
く
り
課
、

人
事
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民
生
活
課

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問　

健
康
づ
く
り
課　

健
康
推
進
班

☎
（
38
）
3
1
1
1

雲仙市職員採用試験

嘱
託
職
員
管
理
栄
養
士
募
集
嘱
託
職
員
保
健
師
募
集

　

雲
仙
市
職
員
採
用
試
験
（
大
学
卒
業
程

度
・
資
格
免
許
職
・
民
間
企
業
等
職
務
経

験
者
）
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

受
験
資
格

次
の
２
項
に
該
当
し
な
い
人

●
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
人

●
地
方
公
務
員
法
第
16
条
に
該
当
す
る
人

※
職
種
別
の
受
験
資
格
は
次
の
と
お
り

　

で
す
。

◆
大
学
卒
業
程
度
（
土
木
）

昭
和
54
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
62
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

◆
資
格
免
許
職
（
管
理
栄
養
士
）

昭
和
54
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
62
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、
管
理

栄
養
士
の
資
格
を
有
す
る
人
（
取
得
見

込
者
含
む
）

◆
民
間
企
業
等
職
務
経
験
者（
水
道
技
術
）

昭
和
41
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
52
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、
民
間

企
業
等
に
お
け
る
水
道
工
事
に
か
か
る

職
務
経
験
（
設
計
、
監
理
ま
た
は
施
工

管
理
）
が
平
成
20
年
7
月
末
現
在
で
通

算
10
年
以
上
あ
り
、
設
計
額
３
千
万
円

以
上
の
職
務
経
験
が
５
件
以
上
あ
る
人

採
用
予
定
数

　

各
職
種
若
干
名

申
込
用
紙
請
求

　

人
事
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民
生

活
課
で
交
付
さ
れ
ま
す
。

　

「
申
込
用
紙
」
を
郵
便
で
請
求
す
る

場
合
は
、
封
筒
の
表
に
「
職
員
採
用
試

験
申
込
用
紙
請
求
」
（
水
道
技
術
の
場

合
は
「
職
員
採
用
試
験
申
込
用
紙
請
求

（
民
間
企
業
等
職
務
経
験
者
）
」
）
と

朱
書
き
し
、
１
２
０
円
分
の
切
手
を
貼

っ
た
あ
て
先
明
記
の
返
信
用
封
筒
（
Ａ

４
サ
イ
ズ
の
用
紙
を
折
ら
ず
に
封
入
で
き

る
封
筒
）を
必
ず
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法

　

「
申
込
用
紙
」
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
６
カ
月
以
内
に
撮
影
し
た
写
真
を

貼
付
の
上
、
人
事
課
ま
た
は
各
総
合
支

所
市
民
生
活
課
へ
提
出
し
、
受
験
票
を

受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
限　

８
月
22
日
（
金
）
ま
で

　
　
　
　
　

※
当
日
消
印
有
効

受
付
時
間

平
日
の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

第
一
次
試
験

日
時

９
月
21
日
（
日
）

午
前
９
時
〜
午
後
３
時
50
分

場
所　

長
崎
ウ
エ
ス
レ
ヤ
ン
大
学

問　

人
事
課　

人
事
給
与
班

☎
（
38
）
3
1
1
1

http://w
w
w
.city.unzen.nagasaki.jp/

職
員

募
集
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民間の能力を活用！
指定管理者を募集します

【募集予定施設】

【指定管理者公募のスケジュール】

人事課　行政班（☎38-3111）問

　市の施設の管理運営に民間の能力
を活用し、市民サービスの向上や施
設管理の効率化などを図るため、指
定管理者制度を導入しています。
　今回は、３施設の平成21年４月１
日からの管理・運営について、さら
なるサービスの向上と経費削減効果
を図るため、指定管理者となる法人
やその他団体を募集します。
　詳しくは、各施設の担当課にお問
い合わせください。

施設の名称 所在地 担当課
リフレッシュセンターおばま
小浜歴史資料館
みずほすこやかランド（5施設）

○募集要項・資料の配布…８月上旬予定
○申請書の受付…８月中旬予定

体育施設
ふれあい広場
ふれあい会館

小浜町
小浜町

瑞穂町

商工労政課
生涯学習課

スポーツ振興課

ふれあいプール
みずほ温泉千年の湯

世界ジオパークネットワークへの加盟を目指して
島原半島ジオパーク推進協議会№3

【問い合わせ・申し込み】〒855-0879　島原市平成町１－１（雲仙岳災害記念館内）
　　　　　　　　　　　　島原半島ジオパーク推進連絡協議会（☎0957-65-5540、FAX0957-65-5542）

【雲仙市会場のスケジュール】座学：午後７時30分～９時、野外：午前９時～午後４時

〈世界へ島原半島ジオパークをＰＲ〉
　ドイツで開かれた第３回世界ジオパーク国際会議（６月22日～
26日）に、島原半島ジオパーク推進連絡協議会が出席し、島原半
島の魅力をＰＲする発表を行いました。
　島原半島は、火山活動という自然現象と人間の生活が共存する
新しいタイプのジオパークとして、世界の皆さんに高い関心を持
ってもらえたようです。

　島原半島の魅力を紹介するボランティアガイド
になりませんか。ボランティアに興味のある人や
郷土の地質遺産などの幅広い分野に興味がある人
を対象に「島原半島ジオパークガイド養成講座」
を行います。（参加無料）

○期間：平成20年９月～平成21年３月
○定員：雲仙市で15人程度（先着順）
○申し込み方法：希望の会場、氏名、住所、電話
　番号を、下記申込先に８月29日（金）までに連
　絡してください。（雲仙市以外の会場でも受講
　できますので、詳しくはお問い合わせください）

第１回 ９月17日（水） ジオパークの概要と地球の基礎知識 座学 小浜総合支所
第２回 10月18日（土）島原半島の動植物について 野外 雲仙岳災害記念館
第３回 11月１日（土） ジオサイトの現地研修① 野外 雲仙岳災害記念館
第４回 12月20日（土）島原半島の歴史 野外 雲仙岳災害記念館
第５回 １月14日（水） 火山と災害 座学 小浜総合支所
第６回 ２月18日（水） 火山灰が語るもの 座学 小浜総合支所
第７回 ３月14日（土） ジオサイトの現地研修② 野外・総括 雲仙岳災害記念館

開催日 テーマ 形式 会場および集合場所
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UNZEN CITY
NEWSうんぜんニュース

　食品製造・販売の株式会社雲仙きのこ本舗
が、千々石町に新工場（千々石センター）を
設置することになり、6月16日に市と立地協
定を結びました。これは、市が行う企業立地
促進の奨励制度を活用した企業誘致の2例目と
なります。
　雲仙の和風旅館東園で行われた調印式では、
楠田喜熊社長と奥村市長がそれぞれ協定書に
サインをし、楠田社長から「地域の特産とな
る商品を創りあげようと考える人たちがいる
のであれば、できる限りの協力をしていきた
い」という、あたたかい言葉がありました。
　千々石センターではエリンギの生産施設と
冷凍麺や惣菜などの製造を行う施設を計画し
ており、合計35人の新規雇用が図られます。

株
式
会
社
雲
仙
き
の
こ
本
舗
立
地
協
定
調
印
式

千
々
石
町
に
新
工
場

　6月29日に大村市シーハットおおむらで行われた「第
28回全日本バレーボール小学生大会県予選」で、女子
の部では八斗木小クラブ（国見町）が6年ぶり2度目の
頂点に立ち、8月12日～15日に東京で行われる全国大
会へ出場することになりました。
　全校生徒61人という小規模校ながら、持ち味の結束
力を生かし手にした全国大会への切符。
　「全国制覇」を目標に、今日も練習に励んでいます。

八斗木小クラブ全国大会へ
第28回全日本バレーボール小学生大会県予選

　6月8日に大村市シーハットおおむらで行わ
れた「全九州少年剣道優勝大会・第23回おお
むら菖蒲まつり少年剣道大会」において、愛
野少年剣道部が見事頂点に輝きました。
　今大会は九州各地から過去最多の188チー
ム・約900人の少年剣士が集結し、熱戦が繰
り広げられました。
　また、6月12日に教育委員会を訪れ、優勝
の喜びを報告しました。

全
九
州
少
年
剣
道
優
勝
大
会・第
23
回
お
お
む
ら
菖
蒲
ま
つ
り
少
年
剣
道
大
会

愛
野
少
年
剣
道
部
優
勝

　6月7日～8日に松浦市で行われた「第10回西日本小
学生ソフトボール長崎大会」において、木指ソフトボー
ルクラブ（小浜町）が準優勝という好成績を収め、「第
10回西日本小学生ソフトボール大会」（7月25日開幕・
福岡）へ出場することになりました。
　6月25日に市役所と教育委員会を訪れた皆さんは、
一人ひとり大会への意気込みを報告し、決意を新たにし
ました。

木指ソフトボールクラブ西日本大会へ
第10回西日本小学生ソフトボール長崎大会

がっちりと握手をする楠田社長（左）と奥村市長女子の部で優勝した八斗木小クラブ

報告に訪れた愛野少年剣道部 木指ソフトボールクラブ
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●ホットなニュースと市からのお知らせ

　平成20年度食生活改善功労知事感謝状
表彰が、6月27日に長崎市内で行われ、雲
仙市食生活改善推進員連絡協議会千々石支
部と南串山支部が表彰を受けました。この
賞は、10年以上継続して食生活改善活動
を積極的に推進している組織に与えられる
ものです。
　今回、20年以上にわたる地域での特色
を生かした食生活改善活動や住民との関係
を密にしたさまざまな伝達活動など健康づ
くりの輪を広げてきたことが評価され、受
賞となりました。

平
成
20
年
度
食
生
活
改
善
功
労
知
事
感
謝
状
表
彰

千
々
石
支
部
、南
串
山
支
部
受
賞

　市内の勤労障がい者長崎打楽団「瑞宝太鼓」が、第30回サントリー文化賞を受賞しました。
　この賞は、毎年5件、地域文化の発展に貢献した個人または団体に贈られるものです。
　今回の受賞は、知的障がいというハンディを個性に変え、地域に育まれながら、国内のみならず世界的にもまれな職
業集団として各地で講演活動を展開するという、福祉分野から生まれた純粋な文化活動としての先駆性と独自性が高く
評価されたためです。

　「瑞宝太鼓」は、太鼓好きの「第3セクター　長崎能
力開発センター」のOB4人が結成し、2001年4月にプロ
としてデビューしました。その後、後輩2人がメンバー
に加わり、現在6人で活動しています。
　熱心な練習に支えられた太鼓の腕前はもちろんのこと
、豊かな表現力で奏でるその音色は、聴衆の心にぐっと
染み込んでいきます。
　また、市内のイベントにも積極的に参加し、観客と一
緒になって楽しいステージを見せてくれます。

　6月20日に島原市のホテル南風楼で、島原半島内の
4Hクラブの会員（312人）で組織される島原半島地区青
年農業者連絡協議会通常総会が開かれました。4Hクラブ
は、より良い農村・日本を作るため4つの信条〔改善に
役立つ腕（Hand）、考える頭（Head）、誠実な心（Heart）、
元気で働く健康（Health）〕を掲げ、精力的に農業の担い
手として活動しています。
　なお、総会の中で、社会的な貢献を図ることを目的に、
3市に車椅子1台ずつ贈呈しました。
　また、総会終了後には新規就農者激励会が行われ、46
人（うち雲仙市22人）の新規就農者を迎えました。

より良い農村・日本を目指して
島原半島地区青年農業者連絡協議会総会

勤労障がい者長崎打楽団「瑞宝太鼓」受賞
第30回サントリー地域文化賞

瑞穂特産品まつりで演奏する瑞宝太鼓

表彰を受けた
千々石支部（左）
と南串山支部 総会に参加した各4Hクラブの皆さん
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は ぴ ね す 通 信 ⑤

｢育児｣は｢育自｣
　

家
庭
で
は
、
男
女
が
と
も
に
育

児
・
介
護
な
ど
家
族
と
し
て
の
役
割

を
果
た
し
な
が
ら
、
協
力
し
て
生
活

を
営
む
こ
と
が
重
要
で
す
が
、
市
民

意
識
調
査（
昨
年
５
月
～
６
月
実
施
）

の
結
果
を
見
て
み
る
と
、
家
事
が
主

に
女
性
の
役
割
と
な
っ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。（
図
①
）

　

ま
た
、
子
ど
も
が
３
歳
く
ら
い
ま

で
は
母
親
の
手
で
育
て
る
べ
き
で
あ

る
と
い
う
考
え
方
に
つ
い
て
は
、
賛

成
意
見
が
多
く
を
占
め
、
育
児
も
女

性
が
主
体
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。（
図
②
）

育
児
を
す
る
こ
と
で
得
ら
れ
る
も
の

　

し
か
し
、
男
性
が
育
児
に
参
加
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
母
親
た
ち
が
い

か
に
苦
労
し
て
育
児
を
し
て
い
る
の

か
、
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

子
育
て
に
か
か
る
母
親
の
苦
労
が
実

感
で
き
れ
ば
、
そ
の
苦
労
を
軽
減
す

る
方
法
を
考
え
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
夫
婦
二
人
で
考
え
れ
ば
、
夫
婦

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
活
発
に

な
り
、
お
互
い
に
助
け
合
え
ば
、
夫

婦
仲
が
も
っ
と
良
く
な
る
は
ず
で

す
。

　
「
育
児
」
は
「
育
自
」
と
言
わ
れ

て
お
り
、
そ
の
人
を
人
間
的
に
成
長

さ
せ
て
く
れ
る
と
い
う
大
き
な
効
果

を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

す
で
に
お
父
さ
ん
に
な
っ
て
い
る

人
、こ
れ
か
ら
お
父
さ
ん
に
な
る
人
、

ぜ
ひ
子
育
て
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

女性も男性も、自分の意思で社会に
参画し、男性・女性の「らしさ」を認め
合いながら、支え合い、喜びも責任も
分かち合う…
そんな幸せを感じられる社会を目指し
ます。

（図①）Ｑ 「家庭における役割分担はどのようになっていますか？
 （またはどうなっていましたか？）」

（図②） Ｑ 「子どもが３歳くらいまでは母親の手で育てるべきであると考えますか」

問 雲仙市男女共同参画センター　☎38-3111
●広報うんぜん
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後期高齢者
医療制度からの
お知らせ市役所　保険年金課（℡38-3111）

長崎県後期高齢者医療広域連合
　　　　　　 （☎095-816-3930）

○
均
等
割
７
割
軽
減
該
当
者

　

の
軽
減
割
合
を
拡
大

　

所
得
が
少
な
く
、
平
成
20
年

度
の
均
等
割
７
割
軽
減
に
該
当

す
る
場
合
、
そ
の
軽
減
割
合
が

７
割
か
ら
８
・
５
割
に
拡
大
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
均

等
割
の
軽
減
額
が
２
万
９
千
７

０
０
円
か
ら
３
万
６
千
１
０
０

円
に
な
り
ま
す
。

※
７
月
に
お
送
り
し
て
い
る
保
険
料
額

　

決
定
通
知
書
の
「
⑦
軽
減
額
」
欄
で

　

確
認
で
き
ま
す
（
下
図
参
照
）

○
所
得
割
額
を
５
割
軽
減

　

所
得
が
少
な
く
、
平
成
20
年

度
の
「
①
賦
課
の
も
と
と
な
る

所
得
金
額
（
下
図
参
照
）
」
が

58
万
円
以
下
の
人
に
つ
い
て
は
、

所
得
割
額
を
一
律
５
割
軽
減
し

ま
す
。

※
こ
の
軽
減
に
つ
い
て
は
、
８
月
に
変

　

更
決
定
通
知
書
を
お
送
り
し
ま
す
の

　

で
、
７
月
に
お
送
り
し
た
保
険
料
額

　

決
定
通
知
書
で
は
、
軽
減
前
の
金
額

　

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
４
月
か
ら
年
金
天
引

き
に
よ
る
方
法
で
保
険
料
を
支

払
っ
て
い
る
人
（
10
月
か
ら
年

金
天
引
き
に
よ
り
支
払
う
予
定

の
人
を
含
む
）
が
口
座
振
替
を

希
望
す
る
場
合
、
左
の
要
件
の

う
ち
い
ず
れ
か
を
満
た
せ
ば
、

口
座
振
替
に
よ
る
支
払
い
が
で

き
ま
す
。

○
手
続
き
方
法

　

事
前
に
金
融
機
関
の
窓
口
で

口
座
振
替
の
手
続
き
を
行
っ
た

後
、「
ご
本
人
控
え
」
を
持
っ
て
、

市
役
所
保
険
年
金
課
ま
た
は
各

総
合
支
所
市
民
生
活
課
の
窓
口

に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

《
注
意
》

　

手
続
き
終
了
後
、
10
月
分
か

ら
年
金
天
引
き
を
中
止
し
ま
す
が
、

８
月
８
日
（
金
）
以
降
の
申
し

出
に
つ
い
て
は
、
10
月
分
の
年

金
天
引
き
中
止
の
手
続
き
が
間

に
合
い
ま
せ
ん
の
で
、
12
月
以

降
の
年
金
天
引
き
か
ら
中
止
と

な
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

42,400

36,100

「後期高齢者医療保険料額決定通知書　兼　納入通知書」（抜粋）

保
険
料
の
軽
減
を
拡
大

口
座
振
替
に
よ
る

　
　

支
払
い
が
可
能
に

17 ●広報うんぜん
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▼
事
務
局　

事
前
に
い
た
だ
い
た
質

問
に
お
答
え
し
ま
す
。

Q　

一
部
の
視
覚
障
害
者
の
人
だ
け

に
広
報
う
ん
ぜ
ん
の
音
声
訳

C
D
が
届
け
ら
れ
て
い
る
の
で
、

他
の
視
覚
障
害
者
に
も
配
布
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

A　
「
広
報
う
ん
ぜ
ん
」
の
音
訳

C
D
は
、
現
在
26
人
が
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。
多
く
の
人
に
聞
い

て
い
た
だ
く
た
め
、
民
生
委
員
さ

ん
に
地
域
の
方
々
へ
、
声
の
広
報

が
あ
る
こ
と
を
伝
え
て
い
た
だ
く

よ
う
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

Q　

市
で
視
覚
障
害
者
に
歩
行
訓
練

を
行
う
訓
練
士
を
育
て
て
い
た
だ

き
、
今
後
も
安
心
し
て
歩
行
訓
練

が
受
け
ら
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

A　

歩
行
訓
練
士
と
な
る
に
は
、
大

阪
の
視
覚
障
害
者
支
援
施
設
で
、

半
年
か
ら
２
年
間
の
研
修
が
必
要

で
す
。
県
で
も
、
こ
の
指
導
者
養

成
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
実
績
は
、
過
去
３
年
間
で
２

人
と
訓
練
士
の
な
り
手
が
少
な
く
、

要
望
に
応
え
ら
れ
て
い
な
い
状
況

で
す
。
今
後
、
同
じ
支
援
事
業
を

行
っ
て
い
る
市
と
改
善
策
を
研
究

し
て
い
き
ま
す
。

Q　

点
字
訓
練
な
ど
の
市
の
事
業
の

と
き
の
送
迎
を
お
願
い
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
で
す
か
。

A　

市
が
実
施
す
る
歩
行
・
点
字
訓

練
事
業
へ
の
参
加
者
の
送
迎
に
つ

い
て
は
、
市
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の

無
料
運
行
は
可
能
で
す
。
た
だ
し
、

バ
ス
の
予
約
状
況
や
乗
車
人
数
な

ど
調
整
が
必
要
で
す
の
で
、
ま
ず

は
政
策
企
画
課
に
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。
バ
ス
送
迎
が
で
き
な
い
時
は
、

障
害
者
割
引
で
の
タ
ク
シ
ー
な
ど

を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。
付
き
添

い
が
必
要
な
方
は
、
移
動
支
援
事

業
の
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
の
利
用
も

で
き
ま
す
。

Q　

市
報
に
変
わ
っ
て
か
ら
、
少
し

親
し
み
が
な
く
な
っ
て
淋
し
い
。

１
枚
で
も
い
い
の
で
、
各
町
の
情

報
を
載
せ
て
ほ
し
い
。

A　

旧
町
広
報
紙
と
比
べ
て
、
地
域

の
情
報
が
少
な
い
部
分
が
あ
る
か

と
思
い
ま
す
。
今
ま
で
、
皆
さ
ま

か
ら
情
報
提
供
し
て
い
た
だ
い
た

記
事
に
つ
い
て
は
、
掲
載
し
て
い

ま
す
の
で
、
今
後
も
情
報
提
供
を

お
願
い
し
ま
す
。
広
報
紙
も
市
民

一
体
と
い
う
感
じ
で
、
総
合
的
に

作
っ
て
い
ま
す
。「
ま
ち
の
話
題
」

で
地
域
の
情
報
も
充
実
さ
せ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Q  

市
内
一
斉
放
送
に
な
っ
て
、
必

要
な
い
情
報
も
聞
か
さ
れ
る
。

A　

遠
方
の
行
事
の
放
送
も
あ
り
ま

す
。
こ
れ
も
、
公
平
性
と
一
体
感

と
い
う
こ
と
が
目
的
で
す
。
今
後

は
、
放
送
効
果
な
ど
も
考
え
て
、

放
送
内
容
を
決
定
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

Q　

時
報
の
音
楽
は
、南
串
山
の「
ヨ

カ
ト
コ
音
頭
」
が
好
き
だ
っ
た
。

A　

行
政
無
線
の
親
局
は
１
局
で
全

て
の
地
区
を
ま
か
な
っ
て
お
り
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
上
、
別
々
に
違
う
曲

を
放
送
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

ご
理
解
く
だ
さ
い
。

パ
ソ
コ
ン
で
の
情
報
提
供
は

▼
西　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
以
下
「
Ｈ

Ｐ
」）
に
よ
る
情
報
公
開
は
、
自
分

で
見
に
行
か
な
い
と
わ
か
ら
な
い
。

で
き
れ
ば
、
会
員
登
録
し
た
人
に
、

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
で
回
覧
板
な
ど
も

情
報
提
供
さ
れ
た
ら
、
早
く
伝
わ
る

と
思
い
ま
す
。
携
帯
電
話
用
の

「
ほ
っ
と
＠あ

っ
と
う
ん
ぜ
ん
」
は
、
文
字

だ
け
で
す
の
で
情
報
量
が
少
な
い
で

す
ね
。

▼
市
長　

現
時
点
で
確
実
に
伝
わ
る

広
報
手
段
と
し
て
は
、
自
治
会
配
布

の
広
報
紙
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
い

ち
早
く
情
報
を
お
知
ら
せ
す
る
た
め

に
、
ほ
っ
と
＠
う
ん
ぜ
ん
を
活
用
し

て
い
ま
す
が
、
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
も

あ
る
程
度
や
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

▼
森
下　

知
り
た
い
こ
と
は
年
代
で

違
う
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。
ど
ん
な

事
に
関
心
を
持
ち
、
ど
ん
な
情
報
を

得
よ
う
と
思
っ
て
い
る
か
、
年
代
別

に
聞
い
て
み
ら
れ
る
こ
と
も
大
事
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

▼
事
務
局　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
ど

の
程
度
、
普
及
し
て
い
る
か
と
い
う

調
査
も
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

▼
西　

Ｈ
Ｐ
の
最
初
の
ペ
ー
ジ
を
も

う
少
し
わ
か
り
や
す
く
、
情
報
コ
ー

ナ
ー
を
設
け
る
な
ど
工
夫
し
て
も

ら
っ
て
一
目
で
わ
か
る
よ
う
に
す
る

と
い
い
と
思
い
ま
す
。

▼
竹
下　

私
は
、
昔
ど
お
り
の
回
覧

板
と
か
で
情
報
を
得
ま
す
。
一
体
感

と
言
わ
れ
ま
す
が
、
南
串
山
に
住
ん

で
い
て
、
国
見
ま
で
は
、
な
か
な
か

行
か
な
い
ん
で
す
ね
。
だ
か
ら
、
市

民
の
交
流
の
場
が
も
う
少
し
あ
れ
ば

い
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

▼
木
嵜　

市
の
交
通
安
全
母
の
会
が

立
ち
上
が
っ
た
お
か
げ
で
、
各
地
区

の
人
と
お
会
い
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
の
で
、
色
ん
な
役
を
引
き
受
け

て
み
る
の
も
交
流
す
る
い
い
方
法
か

市
長
が
動
く
、
ま
ち
が
変
わ
る
、
み
ん
な
で
変
え
る
。
／
第
23
回　

移
動
市
長
室

　

雲
仙
市
と
な
っ
て
、
も
う
３
年
目
に
入
り
ま
し
た
。
市
民
一
人
一
人
が
、
自
分
た
ち
も
市
政
に
参
加
し
、
行
政
と
協
働
し
て
、

雲
仙
市
を
つ
く
り
上
げ
て
い
る
構
成
員
の
一
員
で
あ
る
と
い
う
思
い
を
強
く
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
市
の
情
報
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
が
何
を
求
め
て
お
ら
れ
る
の
か
を
把
握
し
、
我
々
は
そ
の
情
報
を
提
供
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

　

６
月
27
日
に
小
浜
総
合
支
所
で
開
か
れ
た
移
動
市
長
室
。
今
回
も
、
い
ろ
ん
な
立
場
の
市
民
の
皆
さ
ん
８
人
が
参
加
し
、
市
長

と
意
見
を
か
わ
し
ま
し
た
。

市
の
情
報
の
公
開
は
十
分
で
す
か
。（
第
２
回
）

会議風景
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な
と
思
い
ま
す
。

▼
市
長　

南
串
山
か
ら
国
見
ま
で
と

い
う
形
で
は
今
ま
で
交
流
も
あ
ま
り

な
か
っ
た
し
、
ま
し
て
一
体
と
い
う

こ
と
は
全
然
無
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
今
か
ら
先
、
皆
さ
ん
や
子

ど
も
さ
ん
、
将
来
の
雲
仙
市
民
に

と
っ
て
、「
雲
仙
市
」
と
い
う
単
位

で
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
、
統
一
感
を

醸
成
し
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

い
ろ
ん
な
価
値
観
が
あ
り
ま
す

▼
吉
村　

広
報
お
ば
ま
で
は
、
子
ど

も
が
生
ま
れ
た
と
き
に
名
前
が
載
っ

て
い
ま
し
た
が
、
や
は
り
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
と
か
で
今
は
載
っ
て
い
な
い
ん

で
す
か
。

▼
事
務
局　

個
人
情
報
保
護
の
関
係

で
今
は
コ
ー
ナ
ー
を
作
っ
て
い
ま
せ

ん
が
、
承
諾
を
い
た
だ
け
れ
ば
、
掲

載
す
る
こ
と
は
可
能
で
す
。

▼
市
長　

セ
ー
ル
ス
に
広
報
紙
が
使

わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
個
人
情
報
を
、

行
政
で
出
し
に
く
い
と
い
う
の
が
あ

る
ん
で
す
ね
。

▼
森
下　

個
人
情
報
保
護
と
言
わ
れ

れ
ば
そ
れ
ま
で
で
す
が
、
で
き
れ
ば
、

自
治
会
長
だ
け
に
は
、
転
入
、
転
出

な
ど
の
報
告
を
も
ら
え
な
い
で
す
か
。

南
串
山
の
自
治
会
の
加
入
率
は
ほ
ぼ

1
0
0
％
で
す
け
ど
。

▼
金
子
副
市
長　

今
、
自
治
会
未
加

入
が
2
，
0
0
0
世
帯
あ
る
ん
で

す
よ
。
自
治
会
費
負
担
の
問
題
や
公

民
館
の
建
築
費
用
の
問
題
も
あ
り
ま

す
。
こ
う
い
う
状
況
も
あ
り
ま
す
の

で
、
条
例
に
違
反
し
て
の
情
報
提
供

は
難
し
い
で
す
。
ゴ
ミ
の
問
題
と
か

も
あ
り
ま
す
か
ら
、
入
ら
な
い
と
い

け
な
い
と
思
い
ま
す
け
ど
。

▼
市
長　

今
は
価
値
観
が
変
わ
っ
て

き
て
い
ま
す
し
、「
自
分
た
ち
は
家

族
だ
け
で
も
い
い
」
と
い
う
よ
う
な

価
値
観
も
で
て
き
て
い
る
。
部
落
の

〝
く
や
く
〟
と
か
は
煩
わ
し
い
と
い

う
の
も
あ
る
ん
で
す
ね
。

▼
尾
首　

目
が
見
え
な
く
な
っ
て
か

ら
、
広
報
紙
を
触
っ
た
こ
と
も
な

か
っ
た
ん
で
す
。
そ
の
後
、
音
訳

C
D
の
お
陰
で
、
今
ま
で
わ
か
ら

な
か
っ
た
事
が
、
市
長
さ
ん
の
動
作

か
ら
、
言
葉
か
ら
、
写
真
も
事
細
か

に
音
で
入
っ
て
く
る
。
だ
か
ら
、
私

に
と
っ
て
は
も
の
す
ご
く
あ
り
が
た

い
で
す
。
見
え
な
い
分
、
必
ず
２
回

聞
き
返
し
て
い
ま
す
。
本
当
に
ず
っ

と
続
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

▼
吉
村　

広
報
の
文
字
を
も
う
少
し

大
き
く
で
き
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

▼
尾
首　

声
の
広
報
を
、
私
た
ち
だ

け
で
な
く
、
字
が
見
え
に
く
い
ご
老

人
に
も
送
っ
て
い
た
だ
け
る
と
も
っ

と
い
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

▼
市
長　

貴
重
な
ご
意
見
で
す
ね
。

文
字
に
つ
い
て
も
検
討
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

今
年
の
産
業
祭
は
、
ど
う
な
る

ん
で
す
か

▼
末
吉　

去
年
の
産
業
祭
で
は
、
小

学
生
が
自
分
達
で
作
っ
た
野
菜
を
、

そ
こ
で
売
っ
て
た
ん
で
す
。
そ
れ
が
、

子
ど
も
に
し
て
も
社
会
に
触
れ
合
う

体
験
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

▼
森
下　
「
産
業
祭
が
、
今
年
は
あ

る
の
か
、
な
い
の
か
」
と
よ
く
聞
か

れ
る
ん
で
す
。
ど
ん
な
ふ
う
に
考
え

て
お
ら
れ
る
ん
で
す
か
。

▼
金
子
副
市
長　

旧
町
単
位
で
は
な

く
て
、
雲
仙
市
全
体
の
一
体
化
の
産

業
祭
を
秋
と
春
に
行
い
ま
す
。
例
え

ば
、
春
に
北
目
の
町
に
全
町
が
集
ま

り
、
秋
に
は
西
目
の
町
に
全
町
集

ま
っ
て
産
業
祭
を
や
る
と
い
う
か
た

ち
に
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
末
吉　

今
年
も
、
小
学
生
の
コ
ー

ナ
ー
と
か
南
串
山
の
コ
ー
ナ
ー
と
か

作
っ
て
も
ら
え
ま
す
か
。

▼
市
長　

そ
れ
は
結
構
で
す
。
各
町

の
コ
ー
ナ
ー
は
作
る
と
思
い
ま
す
よ
。

手
探
り
の
企
画
は

▼
佐
々
木　

２
月
に
、
旧
小
浜
鉄
道

跡
、
雲
仙
観
光
ホ
テ
ル
、
雲
仙
ゴ
ル

フ
場
の
３
か
所
が
近
代
化
産
業
遺
産

と
し
て
認
定
さ
れ
た
の
で
、
遺
産
を

巡
ろ
う
と
、
近
代
化
産
業
遺
産
バ
ス

ツ
ア
ー
と
い
う
の
を
、
市
で
２
か
月

間
や
っ
た
ん
で
す
よ
。
最
終
的
な
結

論
と
し
て
は
、
と
て
も
よ
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。

　

し
か
し
問
題
点
も
あ
り
ま
し
た
。

私
は
、
雲
仙
で
「
さ
る
ふ
ぁ
」
と
い

う
民
間
の
ガ
イ
ド
を
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ツ
ア
ー
と
は
、
直
接
関
係
な
い

ん
で
す
が
、
チ
ケ
ッ
ト
に
は
「
さ
る

ふ
ぁ
」
の
名
前
が
印
刷
し
て
あ
り
、

ト
ラ
ブ
ル
が
あ
る
と
僕
に
電
話
が
か

か
っ
て
き
ま
し
た
。

　

最
初
の
う
ち
は
市
も
手
探
り
の
企

画
な
の
で
、
僕
が
ガ
イ
ド
と
し
て
、

「
こ
う
い
う
問
題
点
が
あ
り
ま
す
、

こ
れ
は
改
善
し
た
ほ
う
が
い
い
ん

じ
ゃ
な
い
で
す
か
」
と
市
役
所
に

言
っ
て
い
た
ん
で
す
。

　

３
か
所
の
産
業
遺
産
を
巡
る
ツ

ア
ー
な
の
に
、
最
初
の
こ
ろ
は
、
そ

の
場
所
を
回
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
お
客
さ
ん
か

ら
ア
ン
ケ
ー
ト
を
も
ら
っ
て
い
た
ん

で
す
が
、
僕
は
見
せ
て
も
ら
え
な
い

ん
で
す
。
個
人
情
報
以
外
は
見
せ
て

も
ら
っ
て
も
い
い
と
思
う
ん
で
す
け

ど
。
ア
ン
ケ
ー
ト
の
最
終
的
な
報
告

も
聞
い
て
い
ま
せ
ん
。

　

本
当
に
２
か
月
間
大
変
で
、
観
光

ホ
テ
ル
で
も
毎
日
館
内
案
内
を
さ
れ

た
り
、
ゴ
ル
フ
場
で
も
展
示
コ
ー

ナ
ー
を
整
備
し
た
り
、
そ
う
い
う
こ

と
を
２
か
月
間
毎
日
や
っ
た
の
に
、

市
か
ら
は
何
も
言
葉
が
な
か
っ
た
と

い
う
思
い
が
あ
る
ん
で
す
ね
。

▼
金
子
副
市
長　

副
市
長
と
し
て
私

が
お
詫
び
し
ま
す
。
そ
の
辺
は
き
ち

ん
と
整
理
さ
せ
ま
す
。

▼
佐
々
木　

す
ご
く
い
い
企
画
だ
と

木嵜　智子さん
（千々石町）

尾首　玲子さん
（愛野町）

吉村　幸二さん
（小浜町）

末吉　弘恵さん
（南串山町）
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思
っ
た
の
で
、
あ
え
て
、
問
題
点
を

挙
げ
て
み
ま
し
た
。

▼
金
子
副
市
長　

き
ち
ん
と
企
画
運

営
す
る
こ
と
と
報
告
が
く
る
よ
う
に

指
導
し
ま
す
。

▼
市
長　
「
行
政
は
い
ろ
い
ろ
と
要

請
を
す
る
け
れ
ど
、
そ
の
事
業
は
行

政
の
実
績
づ
く
り
で
あ
っ
て
、
私
た

ち
は
負
担
だ
け
で
何
の
メ
リ
ッ
ト
も

な
い
か
ら
、
お
か
し
い
の
で
は
な
い

か
」
と
い
う
意
見
が
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
こ
の
意
見
交
換
会
の
よ

う
に
無
理
し
て
出
席
し
て
い
た
だ
い

て
、
結
局
、
皆
さ
ん
に
何
の
得
も
な

か
っ
た
と
い
う
事
に
な
る
か
も
し
れ

な
い
。
だ
か
ら
、
皆
さ
ん
が
こ
こ
で

言
っ
た
こ
と
を
行
政
は
き
ち
ん
と
反

映
し
て
い
る
か
ど
う
か
、
こ
の
評
価

を
十
分
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

で
す
か
ら
、
先
ず
は
、
皆
さ
ま
が

た
の
利
益
を
考
え
て
く
だ
さ
い
。
行

政
が
お
手
伝
い
で
き
る
の
は
、
皆
さ

ん
方
が
離
陸
す
る
た
め
の
、
助
走
期

間
の
後
押
し
で
す
。
そ
れ
以
上
は
、

皆
さ
ん
で
飛
ん
で
欲
し
い
し
、
飛
ぶ

こ
と
が
利
益
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

▼
西　

市
内
の
西
目
地
区
に
は
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
―
に
な
る
よ
う

な
図
書
館
が
な
く
、
千
々
石
か
ら
だ

と
諫
早
の
森
山
の
図
書
館
に
行
く
し

か
な
い
。
将
来
で
も
い
い
の
で
、
そ

の
よ
う
な
図
書
館
を
、
ぜ
ひ
造
っ
て

も
ら
い
た
い
と
い
う
思
い
が
ず
っ
と

あ
る
ん
で
す
が
。

▼
市
長　

合
併
特
例
法
と
い
う
の
が

あ
る
ん
で
す
ね
。
合
併
後
10
年
間
は
、

旧
７
町
分
の
交
付
税
を
足
し
た
分
の

交
付
税
が
も
ら
え
る
。
15
年
後
に
は

雲
仙
市
の
実
態
に
応
じ
た
額
に
減
ら

す
と
い
う
も
の
で
す
。
私
は
、「
集

中
と
選
択
」
と
い
う
言
葉
を
使
わ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
箱
も
の

を
造
っ
て
も
い
い
ん
で
す
。
た
だ
し
、

今
あ
る
サ
ー
ビ
ス
を
全
く
落
と
さ
な

い
よ
う
に
す
る
こ
と
は
厳
し
い
と
思

い
ま
す
。
子
育
て
支
援
の
環
境
を
守

り
、
一
方
で
は
、
高
齢
者
の
人
た
ち

を
守
っ
て
い
く
こ
と
も
必
要
で
す
。

図
書
館
に
つ
い
て
は
、
空
き
施
設
が

何
と
か
利
用
で
き
な
い
か
な
と
も

思
っ
て
い
ま
す
。

高
齢
者
の
一
人
暮
ら
し
も
視
覚

障
害
者
も
、
同
じ
状
況
で
す

▼
尾
首　

ゴ
ミ
の
収
集
と
か
に
な
る

と
、
老
人
の
一
人
暮
ら
し
も
視
覚
障

害
者
も
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
ん
で
す

よ
。
ゴ
ミ
を
収
集
場
所
ま
で
持
っ
て

い
け
ず
、
家
に
た
ま
る
。
ヘ
ル
パ
ー

さ
ん
に
言
っ
た
ら
、
ゴ
ミ
収
集
は
８

時
ぐ
ら
い
に
来
る
け
ど
、
そ
の
時
間

よ
り
遅
く
出
勤
す
る
か
ら
、
間
に
合

わ
な
い
と
言
わ
れ
る
ん
で
す
よ
。

▼
金
子
副
市
長　

そ
こ
は
、
協
議
を

さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
長
崎
と
か
は
、

委
託
業
者
が
自
宅
ま
で
取
り
に
行
っ

て
い
る
と
か
、
周
り
の
人
が
自
分
の

分
と
一
緒
に
持
っ
て
行
っ
て
く
れ
る

と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

▼
市
長　

そ
う
い
う
状
況
は
課
題
と

な
り
ま
す
ね
。

▼
竹
下　

吾
妻
の
ふ
る
さ
と
会
館
に

入
る
と
こ
ろ
が
わ
か
り
に
く
い
で
す
。

信
号
を
曲
が
っ
て
入
る
と
こ
ろ
と
、

市
役
所
に
入
る
と
こ
ろ
と
、
２
か
所

に
大
き
な
看
板
が
あ
っ
た
ら
ス
ム
ー

ズ
に
行
け
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
で

も
、
ふ
る
さ
と
会
館
に
行
く
の
が
遠

く
て
、
午
後
６
時
か
ら
の
行
事
だ
と

仕
事
を
や
め
て
行
か
な
い
と
い
け
な

い
。
結
構
、
ふ
る
さ
と
会
館
の
行
事

が
多
い
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

▼
市
長　

成
人
式
の
よ
う
な
大
き
い

行
事
は
、
必
ず
ハ
マ
ユ
リ
ッ
ク
ス
を

使
い
ま
す
が
、
中
規
模
行
事
は
、
ど

う
し
て
も
、
市
内
の
中
間
距
離
と
い

う
考
え
が
あ
り
、
ふ
る
さ
と
会
館
と

な
っ
て
い
ま
す
。

い
つ
で
も
、誰
で
も
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
が
で
き
た
ら

▼
西　

南
島
原
で
は
、
格
安
の
機
材

を
つ
け
る
だ
け
で
、
そ
の
近
く
か
ら

無
線
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
で
き
る

無
線
シ
ス
テ
ム
を
作
っ
た
ん
で
す
よ
。

雲
仙
市
で
も
、
例
え
ば
無
線
シ
ス
テ

ム
が
あ
っ
た
ら
、
観
光
客
が
き
た
と

き
、
自
由
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
で

き
て
、
便
利
だ
と
思
う
の
で
検
討
し

て
も
ら
い
た
い
で
す
。

▼
金
子
副
市
長　

そ
う
い
う
基
盤
は

で
き
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
市
の
財

産
で
す
か
ら
、
西
さ
ん
が
言
わ
れ
た

よ
う
な
こ
と
を
行
う
た
め
、
今
年
度

予
算
で
計
画
書
の
協
議
を
し
て
い
ま

す
。

▼
西　

無
線
で
自
由
に
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
つ
な
が
る
も
の
を
作
っ
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

▼
森
下　

Ｈ
Ｐ
で
旧
町
を
紹
介
し
た

ペ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。
南
串
山
だ
け

特
産
物
が
何
も
載
っ
て
い
な
い
ん
で

す
。
南
串
山
の
特
産
は
、
レ
タ
ス
、

ジ
ャ
ガ
イ
モ
。
ま
ち
の
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
が
「
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
里
南
串

山
町
、
食
べ
た
ら
忘
れ
ぬ
日
本
一
の

味
」。
煮
干
し
も
エ
タ
リ
の
塩
辛
も

あ
り
ま
す
。

▼
事
務
局　
（
ご
指
摘
を
受
け
て
、

今
は
、
掲
載
し
て
い
ま
す
。）

▼
市
長　

そ
う
や
っ
て
皆
さ
ん
に
指

摘
し
て
も
ら
わ
な
い
と
、
我
々
も
気

付
か
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

　

Ｈ
Ｐ
で
、
７
月
１
日
か
ら
市
の
全

統
計
情
報
を
公
表
し
て
い
き
ま
す
。

農
産
物
な
ど
の
統
計
資
料
も
全
部
調

べ
さ
せ
て
い
ま
す
。
不
備
な
点
、
足

り
な
い
と
こ
ろ
は
ど
ん
ど
ん
言
っ
て

く
だ
さ
い
。

▼
西　
「
岳
人
（
が
く
じ
ん
）」
と
い

う
登
山
専
門
の
雑
誌
が
あ
る
ん
で
す

が
、
立
松
和
平
（
た
て
ま
つ
・
わ
へ

い
）
さ
ん
が
日
本
の
百
霊
峰
と
い
う

の
を
選
ん
で
い
て
、
雲
仙
岳
が
こ
れ

に
選
ば
れ
ま
し
た
。
立
松
さ
ん
も
雲

仙
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
こ
の

こ
と
も
宣
伝
し
て
い
た
だ
け
た
ら
、

観
光
客
が
増
え
る
か
も
し
れ
な
い
で

森下　寅松さん
（南串山町）

西　久幸さん
（千々石町）

竹下　由加利さん
（南串山町）

佐々木　雅久さん
（小浜町）
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す
ね
。

▼
末
吉　

乳
幼
児
医
療
は
、
他
県
を

見
る
と
、
小
学
校
６
年
生
ま
で
受
け

ら
れ
る
と
こ
ろ
も
あ
る
み
た
い
で
す
。

小
学
生
か
ら
病
院
に
か
か
る
こ
と
が

多
い
の
で
、
延
ば
し
て
い
た
だ
け
た

ら
と
思
い
ま
す
。
素
人
考
え
で
す
が
、

年
度
末
に
な
れ
ば
、
そ
こ
ら
中
で
道

路
工
事
を
し
て
い
ま
す
よ
ね
。
そ
ん

な
予
算
が
あ
る
ん
だ
っ
た
ら
、
も
っ

と
他
に
ま
わ
せ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。

▼
市
長　

予
算
の
単
年
度
主
義
と

い
っ
て
、
予
算
を
１
年
間
で
使
っ
て

し
ま
わ
な
い
と
い
け
な
い
と
い
う
、

昔
の
時
代
の
仕
組
み
で
す
。
そ
の
制

度
が
お
か
し
い
と
思
わ
れ
る
時
代
な

の
に
、
い
ま
だ
に
続
け
て
い
こ
う
と

す
る
体
制
が
あ
る
。
も
う
見
方
を
変

え
な
い
と
い
け
な
い
ん
で
す
け
ど
ね
。

▼
事
務
局　

合
併
し
て
サ
ー
ビ
ス
が

低
下
し
た
と
い
う
話
が
あ
る
ん
で
す

が
、
逆
に
、
旧
町
で
道
路
を
作
れ
な

か
っ
た
町
は
、
道
路
が
作
れ
て
い
ま

す
。そ
ん
な
ふ
う
に
、公
平
に
や
っ
て

き
て
い
ま
す
。
落
ち
た
分
ば
か
り
目

に
つ
き
ま
す
が
、
サ
ー
ビ
ス
が
上

が
っ
て
い
る
部
分
も
結
構
あ
る
ん
で

す
。

こ
ん
な
提
案
が
あ
り
ま
し
た

▼
吉
村　

移
動
市
長
室
で
す
が
、
職

業
別
の
よ
う
な
移
動
市
長
室
を
企
画

さ
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
農

業
な
ら
農
業
、
菓
子
屋
さ
ん
な
ら
菓

子
屋
さ
ん
と
い
う
感
じ
で
。

▼
事
務
局　
（
下
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

新
企
画
で
す
。）

▼
西　

電
光
掲
示
板
が
市
内
あ
ち
こ

ち
に
あ
り
ま
す
が
、
雲
仙
の
開
花
情

報
な
ど
、
お
山
の
情
報
館
か
ら
の
情

報
と
か
、
い
ろ
い
ろ
な
情
報
を
よ
そ

の
も
載
せ
て
い
た
だ
け
な
い
で
す
か
。

▼
金
子
副
市
長　

大
丈
夫
で
す
。
情

報
統
計
課
に
対
応
さ
せ
ま
す
。

▼
佐
々
木　

市
役
所
は
前
は
吾
妻
町

役
場
だ
っ
た
ん
で
す
が
、
昔
は
花
と

か
が
あ
っ
て
き
れ
い
だ
っ
た
の
に
、

市
役
所
に
な
っ
て
か
ら
は
き
れ
い

じ
ゃ
な
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
を
聞

く
ん
で
す
。
や
っ
ぱ
り
、
市
役
所
と

言
え
ば
市
の
顔
で
す
か
ら
、
き
れ
い

に
し
て
も
ら
っ
た
ほ
う
が
い
い
で
す

ね
。

▼
末
吉　

農
家
の
花
嫁
不
足
も
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
少
子
化
問
題
も
あ
り

ま
す
の
で
、
市
と
し
て
、
知
り
合
う

き
っ
か
け
を
支
援
し
て
い
く
こ
と
も

必
要
じ
ゃ
な
い
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

▼
市
長　

行
政
で
、
き
っ
か
け
作
り

は
で
き
る
と
し
て
も
、そ
の
後
の
こ
と

は
、
難
し
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
ね
。

風
通
し
の
よ
い
、
雲
仙
市
へ

▼
市
長　

税
金
だ
け
で
や
っ
て
い
け

る
ほ
ど
の
自
主
財
源
に
富
ん
だ
市
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
は
「
集

中
と
選
択
」
と
し
て
、
廃
止
す
べ
き

こ
と
、
取
り
入
れ
る
べ
き
こ
と
も
出

て
き
ま
す
。
そ
れ
は
、
市
民
が
望
ま

れ
た
こ
と
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い

で
す
。
そ
の
中
で
、
ど
う
し
て
も
こ

れ
は
許
せ
な
い
、
こ
れ
は
お
か
し
い
、

と
い
う
こ
と
は
ど
ん
ど
ん
言
っ
て
い

た
だ
き
た
い
し
、
そ
れ
を
直
し
て
い

く
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
先
の
雲
仙
市

の
課
題
で
す
。

　

風
通
し
の
良
い
市
政
を
進
め
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、

そ
れ
行
う
に
は
、
皆
様
に
、
賛
成
で

は
な
い
け
れ
ど
理
解
は
い
た
だ
い
て

い
る
と
い
う
、
手
応
え
、
連
帯
感
が

必
要
で
す
。

　

７
年
後
か
ら
は
交
付
税
が
減
っ
て

い
き
ま
す
。
そ
の
と
き
の
状
況
に
対

す
る
備
え
も
必
要
で
す
。
自
治
体
が

破
産
す
る
と
、
サ
ー
ビ
ス
も
著
し
く

低
下
し
、
そ
こ
に
あ
る
皆
様
の
財
産

の
価
値
が
全
て
目
減
り
し
ま
す
。
私

た
ち
は
、
そ
れ
を
防
ぐ
責
任
と
義
務

が
あ
り
ま
す
。

　

と
に
か
く
、
残
さ
れ
た
期
間
、
一

生
懸
命
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
し
、
雲

仙
市
最
初
の
方
向
性
を
つ
け
て
い
く

こ
と
が
、
私
に
与
え
ら
れ
た
責
任
で
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

奥村市長

 新しく企画しました！
現在活動をしている、自治会やサークル、各団体グループのみなさんへ！
市長が出向きますので、気軽にしゃべってみませんか。

この会の特徴は、曜日を問わず、時間も午前10時～午後９時までの
１～２時間で定員も５人～ 15人程度と自由です。
参加者の年齢、性別も問いませんので、テーマも会場も参加者も、
団体で自由に決めてください。
会場は会議形式（机・椅子）でしたら、市内どこでも構いません。
飲食しながらの懇談会にも出向きます。

※公務の都合により、ご希望日時に添えない場合は、政策企画課で調整させていただきます。
詳しくは、　政策企画課　広報班　まで

「市長としゃべってみゅう会、
市長に聞いてみゅう会」
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379万2,125人（対前年6.7％アップ　　）
雲仙市観光客延べ人数（平成19年１月～12月）

観光物産まちづくり推進課

平成18年と比べ、23万7,731人の増

　昨年まで厳しい状況が続いていましたが、宿泊施設の積極的な営業やニ
ーズに合わせたプランの提供が成果を現し、宿泊客が3万1,000人(2.2％)
の増加となりました。また、仁田峠の循環道路を１カ月間無料開放したこ
とや、県内外への地道な宣伝活動なども増加の要因となり、観光客延べ数
は４年ぶりに増加に転じ、23万7,731人（6.7％）の増となりました。

　外国人宿泊者数（延滞在数）を見ると、県全体と同様、
過去最高であった前年からさらに4,378人（14.1％）増の
3万5,309人となりました。国・地域別に見ると、韓国、
台湾、中国の順となっています。

　積極的な誘致活動により、減少率が鈍化し、横
ばいに近づきつつあります。

　一人当たりの観光消費額は、日帰り客がほぼ横
ばいとなっていますが、宿泊客が微増となってお
り、全体では前年比3.1％増となりました。

雲
仙
市
地
産
地
消
推
進
店　

募
集

登
録
店
の
メ
リ
ッ
ト

○
認
定
証
を
交
付

○
認
定
看
板
、
の
ぼ
り
、
ス
テ
ッ
カ
ー

　

を
無
料
で
配
布

○
広
報
う
ん
ぜ
ん
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

　

地
産
地
消
マ
ッ
プ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

　

な
媒
体
を
使
っ
て
積
極
的
に
紹
介

○
登
録
店
リ
ス
ト
を
県
観
光
部
局
、
雑

　

誌
編
集
社
な
ど
へ
情
報
提
供

○
市
主
催
ま
た
は
共
催
の
物
産
展
な
ど

　

へ
の
出
店
時
に
有
利

対
象
と
な
る
お
店

　

市
内
で
営
業
す
る
八
百
屋
、
魚
屋
、

農
林
水
産
物
直
売
所
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
、
飲
食
店
、
料
理
店
、
弁
当
・

惣
菜
店
、
農
林
水
産
加
工
所
、
ホ
テ
ル
、

旅
館
、
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
店
舗

主
な
登
録
条
件

◇
地
産
地
消
の
趣
旨
に
賛
同
し
、
そ
の

　

情
報
提
供
を
実
施
す
る
こ
と
。

◇
食
料
品
店
な
ど
に
お
い
て
は
、
地
元

　

生
産
物
コ
ー
ナ
ー
な
ど
の
売
場
を
常

　

設
し
て
い
る
こ
と
。

◇
飲
食
店
な
ど
に
お
い
て
は
、
料
理

　
（
商
品
）に
主
食
材
と
し
て
地
元
生
産

　

物
を
周
年
利
用
し
、
メ
ニ
ュ
ー
な
ど

　

へ
の
表
示
を
行
い
、
消
費
者
に
Ｐ
Ｒ

　

す
る
こ
と
。

◇
食
品
加
工
業
者
な
ど
に
お
い
て
は
、

　

主
原
料
に
地
元
生
産
物
を
１
０
０
％

　

使
用
し
て
製
造
さ
れ
た
商
品
が
１
品

　

以
上
あ
る
こ
と
。

■
問
い
合
わ
せ

　

観
光
物
産
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

　
　
　
　
　
　
　
　

（
担
当　

永
田
）

　
　
　
　
　
　

☎
（
38
）
３
１
１
１
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愛称募集
　かつて、避暑のために雲仙を訪れた外国人旅行客で賑わった
「千々石ホテル」。現在ではホテルの姿は残っていませんが、
湧水が流れる「千々石ホテル跡地」として地域の皆さまに親し
まれています。
　そこで、“めざせコンパクトタウンちぢわ委員会”では、
「千々石ホテル跡地」が憩いの場としてより多くの皆さまに親
しんでもらえるような愛称を募集します。

【募集期限】
　
【応募方法】
　住所、氏名、年齢、性別、電話番号、職業、愛称と
その読み方、その愛称を考えた理由を明記し、はが
き・ＦＡＸ・Ｅメールで応募してください。応募点数
に制限はありませんが、１通につき１点とします。

【応募先・問い合わせ】
めざせコンパクトタウンちぢわ委員会事務局
（市観光物産まちづくり推進本部内）
〒859-1107　長崎県雲仙市吾妻町牛口名７１４
電　話０９５７－３８－３１１１
ＦＡＸ０９５７－３８－３５１４
Ｅメール　suishin@city.unzen.nagasaki.jp

　沖田製菓舗（千々石町）で販売中の
「麩まんじゅう」の商品名を募集しま
す。
　小麦粉のグルテンが生み出すもっち
りとした食感が、ちょっぴりクセにな
ります。冷やして食べると、夏にピッ
タリのスイーツです。

採用者には、沖田製菓舗からすてきなプレゼントも。
【応募方法】ＦＡＸに住所、氏名、電話番号、商品名を明記し、
雲仙市観光協議会（FAX 0957-38-3226）にお送りください。

新天町観光宣伝隊
　福岡市天神の新天町商店街で７月
６日、雲仙・小浜温泉合同の観光宣
伝隊によるＰＲを行いました。
　当日は天候にも恵まれ、ハマチの
つかみ取りや足湯体験などで大いに
賑わいました。

「千々石ホテル跡地」

詳しくは、下記までお問い合わせいただくか、市ホームペー
ジ（http://www.city.unzen.nagasaki.jp）をご覧ください。

作　品
募集中

雲仙温泉まちなみ

ファサードとは…建築物の正面の外観のこと。主に道路側から見たときの外観のことをいうので、
　　　　　　　　建築デザインのの面ではとても重要な要素とされている。

８月８日（金）まで

７/19（土）～８/31（日）
2008まつり雲仙〔雲仙温泉街一帯〕

８/２（土）～８/24（日）
ルネッサンスＵＮＺＥＮ2008〔雲仙ハイカラレトロ館ほか〕

８/20（水）
はだしで遊ぼう雲仙〔雲仙ゴルフ場〕

８/20（水）
長崎県ジャンボかぼちゃ大会〔雲仙ゴルフ場〕

８/23（土）
愛の夏祭り〔愛野運動公園〕

８/30（土）～８/31（日）
健康づくり大学・雲仙キャンパス〔雲仙温泉〕

ネーミング募集 夏のイベント　　白押し
皆さんおそろいで、ぜひお出かけください。

＊ ＊ ＊う ん ぜ ん ク リ ッ ク観 光 情 報 № 14
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変　更
　　　※変更部分は赤文字です

工　　　事　　　名 工事場所 工期 工事の種類 工事概要 入札・契約方法 入札予定時期
【市民課】

国見支団第三分団消防詰所整備事業 国見 100日 建築一式 国見支団第三分団詰所新築　
木造平屋建　100㎡ 指名競争入札 第3四半期

瑞穂町伊古地区耐震性貯水槽設置事業 瑞穂 90日 消防施設 瑞穂中学校防火水槽（40ｔ）1基 指名競争入札 第2四半期

【情報統計課】
本庁支所間電話統一工事 市内一円 120日 電気通信 電話設置、LAN配線工事等 制限付一般競争入札 第3四半期

【道路河川課】
国見　楠高本線改良工事 国見 135日 土木一式 L=230m W=5m 指名競争入札 第2四半期
瑞穂　角江線改良工事 瑞穂 135日 土木一式 L=100m　W=6.5m 指名競争入札 第3四半期
瑞穂　夏峰線改良工事 瑞穂 170日 土木一式 L=200m　W=5m 指名競争入札 第2四半期
瑞穂　船津線改良工事　　 瑞穂 160日 土木一式 L=50m　W=3m 指名競争入札 第3四半期
吾妻　平木場線改良工事（２工区） 吾妻 150日 土木一式 L=190m　W=7m 指名競争入札 第3四半期
愛野　前田丸山線改良工事 愛野 270日 土木一式 L=500m　W=7m 制限付一般競争入札 第2四半期
小浜　新湯小地獄線改良工事 小浜 260日 土木一式 L=1000m　W=5m 制限付一般競争入札 第3四半期
南串山　水ﾉ浦小津波見線改良工事 南串山 160日 土木一式  L=60m　W=5～7m 指名競争入札 第3四半期
南串山　第二南串山線改良工事 南串山 170日 土木一式 L=100m　W=5m 指名競争入札 第2四半期
南串山　西浜川改良工事 南串山 210日 土木一式 Ｌ＝182ｍ 制限付一般競争入札 第2四半期

【教委総務課】
北串小学校校舎外壁改修工事 小浜 100日 建築一式 校舎外壁改修工事 制限付一般競争入札 第3四半期
国見中学校耐震補強工事 国見 180日 建築一式 耐震補強工事 制限付一般競争入札 第2四半期

【水道課】
国見南部地区簡易水道基幹改良工事 国見 210日 水道施設 配水管布設工　　L=3,930ｍ 制限付一般競争入札 第3四半期
吾妻川床簡易水道布江地区下水道工事
に伴う補償工事 吾妻 300日 水道施設 配水管移設工事　L=1,160ｍ　 指名競争入札 第2四半期

国見上水（馬渡線）配水管布設替工事 国見 120日 水道施設 L=1051m　消火栓 4基 指名競争入札 第2四半期
浜ノ田橋改良工事に伴う水道管布設替工事 国見 180日 水道施設 L=45m 　　空気弁 1基 指名競争入札 第2四半期

【下水道課】
瑞穂岡２工区下水道工事 瑞穂 100日 土木一式 開削工　L=290ｍ　推進工　Ｌ＝130ｍ 指名競争入札 第2四半期
瑞穂岡３工区下水道工事 瑞穂 120日 土木一式 開削工　L=350ｍ 制限付一般競争入札 第2四半期
瑞穂岡５工区下水道工事 瑞穂 100日 土木一式 開削工　L=580ｍ　推進工　Ｌ=50m 指名競争入札 第2四半期

【瑞穂総合支所】
瑞穂総合支所受変電設備改修工事 瑞穂 60日 電気 高圧電気設備改修 指名競争入札 第3四半期

新規工事
工　　　事　　　名 工事場所 工期 工事の種類 工事概要 入札・契約方法 入札予定時期

【教委総務課】
小倉教職員住宅雨漏修繕工事 千々石 40日 防水 屋外107㎡、ベランダ34㎡ 指名競争入札 第2四半期

【水道課】

瑞穂大正簡易水道整備事業（20-3工区） 瑞穂 210日 水道施設
配水管布設工　　L=1,787m
給水管取出し工　　46件
消火栓設置工事　　8基

制限付
一般競争入札 第2四半期

【下水道課】
瑞穂栗林マンホールポンプ工事 瑞穂 90日 電気 マンホールポンプ　１機場 指名競争入札 第3四半期
吾妻三室３工区下水道工事 吾妻 90日 土木一式 推進工　　L=30m 指名競争入札 第2四半期
吾妻阿母崎３工区下水道工事 吾妻 180日 土木一式 開削工　　L=1,300m 制限付一般競争入札 第2四半期
吾妻国道２５１号舗装復旧工事 吾妻 90日 舗装 舗装工　　L=870m 指名競争入札 第2四半期

　平成20年度の公共工事（予定価格が250万円を越えるもの）の見通しを、広報
うんぜん5月号でお知らせしたところですが、工事概要や入札予定時期などの変更、
また、新規工事の追加がありましたのでお知らせします。（平成20年7月現在）

  この資料に掲載している工事は、
あくまで予定であるため、実際に発注
する工事が掲載内容と異なったり、
掲載されていない工事を発注するこ
とがあります。

●問い合わせ／総務部管財課

平成２０年度　公共工事の発注について

●広報うんぜん
平成20年8月24
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仙
市
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札
制
度
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負
代
金
の
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譲
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制
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に
つ
い
て

管
財
課

　

建
設
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社
が
市
の
工
事
を
受
注

し
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合
、
完
成
す
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ま
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に
、
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代
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象
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雲
仙
市
と
契
約
を
締
結
し
た
中

小
・
中
堅
建
設
会
社
（
資
本
金
３

億
円
以
下
ま
た
は
従
業
員
３
０
０

人
以
下
の
会
社
な
ど
）

債
権
譲
受
人
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小
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同
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等
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工
事
の
一
部
を
下
請
け
に
出
し

て
い
る
場
合
、
債
権
譲
渡
契
約
証

書
内
ま
た
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し
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こ
と
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債
権
譲
渡
承
諾
の
条
件
と
な

り
ま
す
。
（
下
請
負
契
約
の
締
結

が
な
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
対
象

と
な
り
ま
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）

工事請負代金債権譲渡の基本的な流れ

工事請負代金の債権譲渡制度について詳しくは、市ホームページ（http://www.city.unzen.nagasaki.jp）に掲載してあ
る をご覧ください。

Ａ社が倒産によりＣ社への支払
いができなくなった場合、Ｂ社
がＡ社に代わって、市から受け
取る代金の一定割合を限度とし
て、Ｃ社に対して代金を支払う

　このほか、下請保護の制度として「下請セーフ
ティネット債務保証事業」などがあります。詳し
くは、長崎県信用保証協会（☎095-822-9171）
へお尋ねください。

※

雲仙市

①債権譲渡契約

④請求

⑤支出

下請負契約

元請負人（Ａ社） 金融機関等（Ｂ社）

下請負人（Ｃ社）
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まちの話題
さ～さ～の～は～　さ～らさら♪
　八幡保育園（南串山町）の園児が飾り付けた七夕
飾りが、６月20日に南串山総合支所へ贈られました。
　当日は雨も風もひどく、当初予定していたより
少ない人数しか来ることができませんでしたが、
元気よく歌ってくれた七夕の歌に、みんなしばし
癒されました。
　園児たちのお願い事が書かれた色とりどりの七
夕飾りは、支所内を明るく彩り、来所された住民
の皆さんの目を楽しませてくれました。

元気に明るく取り組みました 100回目のハッピーバースデイ♪
　知的に障害のある人への理解を深め、障害のあ
る人の就職の可能性を広げるために、６月30日～
７月４日までの５日間、福祉課で職場体験実習を
行いました。今回の実習生は、長崎能力開発セン
ター製麺課２年生の坂田阿弓さん（20歳)。
　毎日、愛野庁舎の福祉課まで１人で列車通勤し、
欠勤、遅刻、早退など一度もなく、文書の発送作
業や、書類の整理などの仕事をもくもくと、一生
懸命取り組んでくれました。

お目当ての商品を求めて
　地元特産品の消費拡大を目的とした恒例の瑞穂特産
品まつりが、６月８日にみずほすこやかランドふれあ
い広場で行われました。
　会場は、販売開始前にもかかわらず、すでにたくさ
んの長蛇の列。お目当ての商品が売切れてしまうので
はないかと、ひやひやしながら何度も先頭付近を確認
するお客さんの姿も見られました。
　昼から小雨がぱらつきはしたものの、各ブースとも
大変賑わいを見せていました。
　ふるさとの味はいかがだったでしょうか。

　６月10日に100歳を迎えられた宅島好孝さん（南
串山町）に、市からのお祝いが手渡されました。
　宅島さんは、28本すべて自分の歯ということで、
少々硬い物でも食べることができるそうです。ま
た、元気の秘訣は20年近く続けている朝晩30分の
体操、そしてゲートボールなのだそうです。
　これからも健康で長生きされ、幸せにお過ごし
ください。

落とさぬよう、泣かさぬよう
　｢赤ちゃん抱っこ体験学習」が、７月10日千々石保
健センターであり、千々石中学校３年生が参加しまし
た。
　これは、定期的に市で行う「赤ちゃん健康相談」の
中で実施されたもので、県立長崎シーボルト大学の看
護栄養学部が思春期の子どもたちに命の大切さを教え
る「現代的教育ニーズ取組支援プログラム」の一環と
して行われました。
　赤ちゃんが笑えば、子どもたちもにっこり。赤ちゃ
んが泣きそうになると、オロオロ･･･。
　でも、どう抱っこすればよいか教わりながら、大切
に大切に抱いていました。

ありがとうALTのみなさん
　市内の小・中学校で英語を教えてくれた３人のALTが、７月で任期を終え、お別れとなりました。
　この３人からメッセージをいただきました。

　南串山町、小浜町（北串、木
指）でお世話になりました。
　元気な子どもたちに英語を教え
ることができ、本当にうれしかっ
たです。
　また、日本の伝統文化を学んだ
り、イベントに参加したりして楽
しく過ごせました。
　この美しく、親切な国を決して
忘れません。

【アンナ・ラングレン：アメリカ】

　国見町、瑞穂町（西郷、岩戸）
でお世話になりました。
　温かく迎えてくださり、ありが
とうございました。
　学校の先生や生徒たちから親切
にしていただき、とても楽しい
日々を送ることができました。
　また、いつか皆さんに会いにき
ます。

【ジェシカ・カシワバラ：アメリカ】

　とうとう雲仙市の皆さんとさよ
ならする日が来ました。
　私は小浜町（富津、雲仙）でお
世話になりました。
　皆さんのおかげで、楽しく過ご
せ、雲仙市が地元だと思えるよう
になりました。
　帰国したら「日本に行く時は、
雲仙市にも行って」と伝えたいと
思います。

【リョウ・ホリイ：カナダ】

はち まん

●広報うんぜん
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まちの話題
さ～さ～の～は～　さ～らさら♪
　八幡保育園（南串山町）の園児が飾り付けた七夕
飾りが、６月20日に南串山総合支所へ贈られました。
　当日は雨も風もひどく、当初予定していたより
少ない人数しか来ることができませんでしたが、
元気よく歌ってくれた七夕の歌に、みんなしばし
癒されました。
　園児たちのお願い事が書かれた色とりどりの七
夕飾りは、支所内を明るく彩り、来所された住民
の皆さんの目を楽しませてくれました。

元気に明るく取り組みました 100回目のハッピーバースデイ♪
　知的に障害のある人への理解を深め、障害のあ
る人の就職の可能性を広げるために、６月30日～
７月４日までの５日間、福祉課で職場体験実習を
行いました。今回の実習生は、長崎能力開発セン
ター製麺課２年生の坂田阿弓さん（20歳)。
　毎日、愛野庁舎の福祉課まで１人で列車通勤し、
欠勤、遅刻、早退など一度もなく、文書の発送作
業や、書類の整理などの仕事をもくもくと、一生
懸命取り組んでくれました。

お目当ての商品を求めて
　地元特産品の消費拡大を目的とした恒例の瑞穂特産
品まつりが、６月８日にみずほすこやかランドふれあ
い広場で行われました。
　会場は、販売開始前にもかかわらず、すでにたくさ
んの長蛇の列。お目当ての商品が売切れてしまうので
はないかと、ひやひやしながら何度も先頭付近を確認
するお客さんの姿も見られました。
　昼から小雨がぱらつきはしたものの、各ブースとも
大変賑わいを見せていました。
　ふるさとの味はいかがだったでしょうか。

　６月10日に100歳を迎えられた宅島好孝さん（南
串山町）に、市からのお祝いが手渡されました。
　宅島さんは、28本すべて自分の歯ということで、
少々硬い物でも食べることができるそうです。ま
た、元気の秘訣は20年近く続けている朝晩30分の
体操、そしてゲートボールなのだそうです。
　これからも健康で長生きされ、幸せにお過ごし
ください。

落とさぬよう、泣かさぬよう
　｢赤ちゃん抱っこ体験学習」が、７月10日千々石保
健センターであり、千々石中学校３年生が参加しまし
た。
　これは、定期的に市で行う「赤ちゃん健康相談」の
中で実施されたもので、県立長崎シーボルト大学の看
護栄養学部が思春期の子どもたちに命の大切さを教え
る「現代的教育ニーズ取組支援プログラム」の一環と
して行われました。
　赤ちゃんが笑えば、子どもたちもにっこり。赤ちゃ
んが泣きそうになると、オロオロ･･･。
　でも、どう抱っこすればよいか教わりながら、大切
に大切に抱いていました。

ありがとうALTのみなさん
　市内の小・中学校で英語を教えてくれた３人のALTが、７月で任期を終え、お別れとなりました。
　この３人からメッセージをいただきました。

　南串山町、小浜町（北串、木
指）でお世話になりました。
　元気な子どもたちに英語を教え
ることができ、本当にうれしかっ
たです。
　また、日本の伝統文化を学んだ
り、イベントに参加したりして楽
しく過ごせました。
　この美しく、親切な国を決して
忘れません。

【アンナ・ラングレン：アメリカ】

　国見町、瑞穂町（西郷、岩戸）
でお世話になりました。
　温かく迎えてくださり、ありが
とうございました。
　学校の先生や生徒たちから親切
にしていただき、とても楽しい
日々を送ることができました。
　また、いつか皆さんに会いにき
ます。

【ジェシカ・カシワバラ：アメリカ】

　とうとう雲仙市の皆さんとさよ
ならする日が来ました。
　私は小浜町（富津、雲仙）でお
世話になりました。
　皆さんのおかげで、楽しく過ご
せ、雲仙市が地元だと思えるよう
になりました。
　帰国したら「日本に行く時は、
雲仙市にも行って」と伝えたいと
思います。

【リョウ・ホリイ：カナダ】

はち まん
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健 康 が い ち8月 ば ん ！ ◎健康づくり課　☎38－3111

食卓から健康を考える うんぜん健康レシピ
ちか

ら

ふるさとの
「がんもどき」力

材料（10個分） 作り方

雲仙市食生活改善推進員連絡協議会瑞穂支部

木綿豆腐…………………2丁
ごぼう……………………40g
にんじん…………………20g
刻み昆布…………………10g
塩…………………小さじ1/2
砂糖…………………小さじ1
うすくち醤油………大さじ1
揚げ油………………… 適量

豆腐の水気を絞る。（絞り豆腐などを使うと
簡単です）
ごぼうはせん切りにし、水にさらしてアクを
抜く。にんじんをせん切りにする。
ごぼうとにんじんをしんなりするまで塩でも
み（ゆでたり、油で炒めても可）、刻み昆布
と一緒に①に混ぜる。
粘りがでるまで混ぜたら、砂糖とうすくち醤
油で調味する。
小判型に丸め、油で揚げればできあがり。

①

②

③

④

⑤
〈１個分の栄養価〉
　エネルギー：106kcal
　たんぱく質：3.1g
　カルシウム：5.6g
　塩　　　分：0.7g

☆ポイント☆
　野菜などの具よりも、豆腐が多いほうがおいしくなります。
　揚げてから煮込むと、具が軟らかくさらにおいしくなります。

パパママひろば

パパの妊婦体験
ママの大変さが
よくわかります

沐
浴
実
習

本
物
の
赤
ち
ゃ
ん
も
よ
ろ
し
く
ね
♪

　下記の人を対象に、予防接種のお知
らせをしています。
　夏休み中に予防接種を済ませるよう
にしましょう。

　「雲仙市パパママひろば」が６月21日
に愛野保健福祉センターで開かれました。
　会場には、12人の妊婦さんとその家族、
総勢22人が参加。マッサージやパパの妊
婦体験、沐浴実習、歯の健康・栄養につ
いての講話など、短い時間ながらたくさ
んの内容を学びました。
　新しい家族の誕生まであと少し。スタ
ッフ一同、心から応援しています。

次回の「パパマ
マひろば」は、

たくさんの妊婦
さんと出会える
ことを楽しみに
しています。

問 健康づくり課　健康推進班

雲仙市
予防接種
　　受けましたか？

麻しん風しん予防接種
（ＭＲ２期）

年長児
（来年度就学予定者）

予防接種名 対象者

麻しん風しん予防接種
（ＭＲ３期） 中学校１年生

麻しん風しん予防接種
（ＭＲ４期） 高校３年生

二種混合
（ジフテリア、破傷風混合） 小学校６年生

昔から法事や各種行事、来客の際などに出されている精進料理です。
野菜のほかに、きくらげや銀杏などを入れてもおいしくいただけます。

●広報うんぜん
平成20年8月28



健 康 が い ち8月 ば ん ！ ◎健康づくり課　☎38－3111

食卓から健康を考える うんぜん健康レシピ
ちか

ら

ふるさとの
「がんもどき」力

材料（10個分） 作り方

雲仙市食生活改善推進員連絡協議会瑞穂支部

木綿豆腐…………………2丁
ごぼう……………………40g
にんじん…………………20g
刻み昆布…………………10g
塩…………………小さじ1/2
砂糖…………………小さじ1
うすくち醤油………大さじ1
揚げ油………………… 適量

豆腐の水気を絞る。（絞り豆腐などを使うと
簡単です）
ごぼうはせん切りにし、水にさらしてアクを
抜く。にんじんをせん切りにする。
ごぼうとにんじんをしんなりするまで塩でも
み（ゆでたり、油で炒めても可）、刻み昆布
と一緒に①に混ぜる。
粘りがでるまで混ぜたら、砂糖とうすくち醤
油で調味する。
小判型に丸め、油で揚げればできあがり。

①

②

③

④

⑤
〈１個分の栄養価〉
　エネルギー：106kcal
　たんぱく質：3.1g
　カルシウム：5.6g
　塩　　　分：0.7g

☆ポイント☆
　野菜などの具よりも、豆腐が多いほうがおいしくなります。
　揚げてから煮込むと、具が軟らかくさらにおいしくなります。

パパママひろば

パパの妊婦体験
ママの大変さが
よくわかります

沐
浴
実
習

本
物
の
赤
ち
ゃ
ん
も
よ
ろ
し
く
ね
♪

　下記の人を対象に、予防接種のお知
らせをしています。
　夏休み中に予防接種を済ませるよう
にしましょう。

　「雲仙市パパママひろば」が６月21日
に愛野保健福祉センターで開かれました。
　会場には、12人の妊婦さんとその家族、
総勢22人が参加。マッサージやパパの妊
婦体験、沐浴実習、歯の健康・栄養につ
いての講話など、短い時間ながらたくさ
んの内容を学びました。
　新しい家族の誕生まであと少し。スタ
ッフ一同、心から応援しています。

次回の「パパマ
マひろば」は、

たくさんの妊婦
さんと出会える
ことを楽しみに
しています。

問 健康づくり課　健康推進班

雲仙市
予防接種
　　受けましたか？

麻しん風しん予防接種
（ＭＲ２期）

年長児
（来年度就学予定者）

予防接種名 対象者

麻しん風しん予防接種
（ＭＲ３期） 中学校１年生

麻しん風しん予防接種
（ＭＲ４期） 高校３年生

二種混合
（ジフテリア、破傷風混合） 小学校６年生

昔から法事や各種行事、来客の際などに出されている精進料理です。
野菜のほかに、きくらげや銀杏などを入れてもおいしくいただけます。

乳幼児予防接種
事業名 対象者 実施日 受付時間 会　　場

BCG 生後３カ月～６カ月未満

１９日（火） １３：３０～１３：５０ 瑞穂町公民館

２０日（水） １３：３０～１３：５０ 愛野保健福祉センター

２８日（木） １３：３０～１３：５０ 小浜老人福祉センター

☆生後３カ月を過ぎたら、BCGから接種しましょう。	 	 	 	 	

母子保健事業
事業名 地　区 対象者 日付 受付時間 会　　場

赤ちゃん
健康相談

瑞 穂・吾 妻
(午前）１歳未満(Ｈ１９年８月～Ｈ２０年３月生）

１日（金）
９：３０～１０：３０

吾妻保健センター
(午後）Ｈ２０年４月生 １３：３０～１３：４5

国　　　見
(午前）１歳未満(Ｈ１９年８月～Ｈ２０年３月生）

６日（水）
９：３０～１０：３０

国見農村環境改善センター
(午後）Ｈ２０年４月生 １３：３０～１３：４5

愛野・千々石
(午前）１歳未満(Ｈ１９年８月～Ｈ２０年３月生）

７日（木）
９：３０～１０：３０

愛野保健福祉センター
(午後）Ｈ２０年４月生 １３：３０～１３：４5

小浜・南串山
(午前）１歳未満(Ｈ１９年８月～Ｈ２０年３月生）

８日（金）
９：３０～１０：３０

小浜老人福祉センター
(午後）Ｈ２０年４月生 １３：３０～１３：４5

１歳６カ月児
健康診査

瑞 穂・吾 妻 Ｈ１８年１１月～Ｈ１９年１月生 ５日（火） １３：００～１３：１5 吾妻保健センター

国　　　見 Ｈ１８年１２月～Ｈ１９年１月生 ２２日（金） １３：００～１３：１5 国見農村環境改善センター

小浜・南串山 Ｈ１８年１２月～Ｈ１９年１月生 ２６日（火） １３：００～１３：１5 南串山保健福祉センター

２歳児親子
歯科健康診査

愛野・千々石 Ｈ１７年１１月～Ｈ１８年１月生 ２７日（水） １３：００～１３：１5 千々石保健センター

瑞 穂・吾 妻 Ｈ１７年１１月～Ｈ１８年１月生 ２９日（金） １３：００～１３：１5 瑞穂町公民館

☆赤ちゃん健康相談（午前）は自由参加です。	 	 	 	 	
☆赤ちゃん健康相談（午後）、１歳６カ月児健康診査、２歳児親子歯科健康診査の対象者には健康づくり課から通知します。

献血

愛の献血をお願いします！
　あなたの献血が、患者さんの生命を助けます。
　あなたも愛の献血に、ぜひご協力ください。

日付 時　　間 場　　所

７日（木）

  ９:００～１１：００ 瑞穂総合支所

１２：００～１３：３０ ㈱エースフーズ（瑞穂町）

１４：３０～１6：００ うんぜんの里（瑞穂町）

１８日（月）
  ９:３０～１３：００ 南串山総合支所

１5：００～１6：３０ 愛野カントリークラブ

☆場所・時間等が変更になる場合もあります。
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地域づくり事業２次募集

政策企画課

　平成20年度の「地域づくり事業」
と「人材育成事業」の２次募集を行い
ます。
資格　市民および団体
○市民…市内に住んでいる人や市内に

ある事業所に勤務している人
○団体…構成員の半分以上が市民であ

り、政治や宗教などを目的と
しない５人以上の団体

対象事業　
地域づくり事業
・歴史や文化、自然など地域資源を活
用する事業
・市の活性化などを目的とし、市が共
催または後援するイベント
人材育成事業
・地域づくりを目的する地域リーダー
の育成や地域間交流事業
・特産品の開発や地場産業の育成を目
的とする調査・研究などの事業
・人材育成を目的とし、市が共催また
は後援する研修会など
募集期限　８月29日（金）
※対象経費や補助額など、詳しくはお
尋ねください。
問　政策企画課　地域振興班
� （☎38-3111）

明るい選挙啓発ポスター作品募集

選挙管理委員会

明るく正しく行われる選挙を呼びかけ
る、印象的なポスターを募集します
応募資格　小学生、中学生、高校生
募集期限　９月12日（金）
作品の提出先　市選挙管理委員会事務
局（市役所本庁内）または各小中学校
画用紙の大きさ　四つ切（542㎜×
382㎜、八つ切（382㎜×271㎜）
もしくはそれに準じる大きさ
画材　自由（紙や布など、絵の具材料
だけに限りません）
応募上の注意　
・作品のうら右下に、学校名、学年、
氏名（ふりがな）を必ず記入してく
ださい。
・作品は返却されない場合があります
・入賞作品の版権は主催者に属します
問　選挙管理委員会事務局
� （☎38-3111）

入院の際には限度額適用認定申請を

保険年金課

　入院するときに限度額適用認定証を
病院に出すと、支払う入院代が下記の
限度額までとなり、それを越える入院
代については支払う必要がなくなりま
す（申請した月の初日から対象となり
ます）。
　この認定証は国保の人で69歳以下
の人、70歳以上で住民税非課税世帯
の人が対象となりますので、入院がわ
かったら申請してください。
入院の時の限度額（※注１）

課税区分 年3回目まで 年4回目
以降

住
民
税
課
税
世
帯

上位
所得者
※注２

150,000円
�+[(医療費総額
��−500,000円)×1% ]

83,400円

一般
80,100円
�+[(医療費総額
��−267,000円)×1% ]

44,400円

住民税
非課税世帯 35,400円 24,600円

※注１…食事代・自費代は含まれませ
ん。別にお支払ください。
※注２…国保の保険証を使っている人
の所得からそれぞれ33万円を引いた
金額の合計が600万円を超える世帯
申請方法　保険証と認印を持って、保
険年金課または各総合支所市民生活課
で申請。
※原則として国保税の滞納がある世帯
には交付できません。
限度額適用認定証の有効期限
　毎年７月末となっています。引き続
き必要な人は、再度申請をしてくださ
い。
問　保険年金課　国保年金班
� （☎38-3111）

食生活改善推進員養成講座

健康づくり課

　「食生活改善推進員」は、“私たちの
健康は私たちの手で”を合言葉に、近
隣で食生活を通じたボランティア活動
を行っています。養成講座を受講後
「雲仙市食生活推進員連絡協議会」に
入会し、活動していきます。
対象者　健康づくりや食について興味
を持つ市内在住の女性で、受講後ボラ
ンティア活動ができる人
場所　愛野保健福祉センターまたは愛
野町公民館
日程　９月24日(水）、10月22日(水）、

11月12日(水）、12月19日(金）、
平成21年１月21日(水）、
２月16日(月）、３月９日(月）

内容　
健康や栄養に関する講話、調理実習など
受講費　無料
申込期限　８月29日（金）
申込方法　健康づくり課へ電話で申し
込む
※託児を希望する人はご相談ください。
問　健康づくり課� （☎38-3111）

子育てサポートセンターからのお知らせ

福祉課

◎子育てお宝用品を紹介してください
　子どもが小さいうちは、ちょっとの
間しか使わない「モノ」がありません
か。そんな家庭で行き場を失くした
「お宝」を、必要としている人に譲っ
てもらえませんか。
　子育てサポートセンターでは、その
仲介役を行う準備を進めています。心
当たりのある人は、センターまでご連
絡ください。
◎子育てサロン「ひだまり」
　５歳までの乳幼児とその保護者や妊
婦さんなどが自由に集えて遊ぶことが
できる“憩いの場所”を開設します。
　センターのアドバイザーが駐在し、
子育てに関する簡単なアドバイスや相
談も行います。気軽にお越しください。
【８月の開設予定】
日時　12日（火）、27日（水）
　　　午前10時～午後３時
場所　愛野保健福祉センター　２階
問　子育てサポートセンター
� （☎36-3306）

平和を願い
　　黙とうを
８月６日　午前8時15分
広島市への原爆投下時刻に合わせ
サイレンを吹聴します

８月９日　午前11時２分
長崎市への原爆投下時刻に合わせ
サイレンを吹聴します
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固定資産税について

税務課

住宅の省エネ改修工事に伴う固定資産
税の減額があります
要件
　既存住宅（賃貸住宅を除く、平成
20年１月１日現在で存在する住宅）
において、平成20年４月１日から平
成22年３月31日までに行われた、
次に挙げる省エネ改修工事で、費用が
30万円以上のもの。
①次のイの工事またはイと併せて行う
ロ～二の工事であること
イ　窓の二重サッシ等の断熱改修工事
ロ　床の断熱改修工事
ハ　天井の断熱改修工事
二　壁の断熱改修工事
※イの工事は必須です
②改修部位がいずれも現行の省エネ基
準に新たに適合すること
減額内容
　当該家屋にかかる翌年度分の固定資
産税を３分の１減額します。（ただし、
120㎡分までを限度とします）
申請手続
　省エネ改修工事完了後、原則３カ月
以内に税務課固定資産税班に備え付け
の申請書に建築士・指定確認検査機関
または登録住宅性能評価機関による証
明書を添付し、税務課固定資産税班へ
申請をしてください。
※他の減額措置(新築住宅軽減等)を
受けている場合は対象となりません。
問　税務課　固定資産税班　
� （☎38-3111）

緑の羽根募金へのお礼

農林水産課

　３月１日～５月31日までを緑の募
金活動期間とし「温暖化　緑で止めよ
う　未来のために｣ と定め、各自治会
の皆さんに募金の協力をしていただき
ました。
　おかげをもちまして「1，317，018円」
の募金が集まりました。
　この募金は、県民参加の森林づくり
事業、森林整備事業、緑化推進事業、
緑の少年団活動への助成に使われる予
定です。
　ご協力ありがとうございました。

国民年金について

保険年金課

◎諫早社会保険事務所による、ねんき
ん特別便に関する臨時出張相談所を開
設します
　ねんきん特別便以外の年金相談もで
きますので、ご相談ください。
日時　８月18日（月）
　　　午前10時～午後３時
　　　（正午～午後１時までは休憩）
場所　吾妻町ふるさと会館　
� ２階　研修室３
※相談は予約制です。
　　８月13日（水）までに保険年金
課または各総合支所市民生活課に予
約（電話予約も可）してください。
相談に必要なもの　
　ねんきん特別便、年金手帳、年金証
書（すでに年金を受給中の人のみ）、
印鑑、委任状（代理人のみ）、運転免
許証などの身分証明書（代理人のみ）
今後の予定　
次のとおり開催します。

月 日 会 場
10月15日（水）小浜老人福祉センター

12月15日（月）吾妻町ふるさと会館
平成21年
２月１３日（金）吾妻町ふるさと会館

問・保険年金課　国保年金班
� （☎38-3111）
　・各総合支所　市民生活課

◎ねんきん特別便の発送について
　６月からすべての人に「ねんきん特
別便」を発送しているところです（３
月までに発送した分を除く）。
　その中でも、国民年金の第１号被保
険者および第３号被保険者について
は、８月中旬～ 10月下旬までに年齢
の高い人から順に発送します。
　年金記録の内容を確認し、漏れや間
違いの有無にかかわらず、必ず同封の
「年金加入記録回答票」を返送してく
ださい。

ねんきん特別便に関する相談は
専用ダイヤル0570-058-555まで

自主文化事業モニター募集

生涯学習課

平成２０年度雲仙市文化会館自主文化
事業のモニターを募集します
雲仙市文化会館自主文化事業モニター
とは…市内の文化会館（国見町文化会
館、吾妻町ふるさと会館、ハマユリッ
クスホール）で市文化会館自主文化事
業振興会が主催して行う、さまざまな
コンサートなどに観客として参加し、
意見や感想を述べるモニターのことで
す。
モニター登録ができる人
・16歳以上の人
・ほぼ全事業に参加可能な人
登録方法
登録申込書を送付しますので、生涯学
習課まで連絡してください。
募集期限　８月29日（金）
問　雲仙市文化会館自主文化事業振興
会事務局（生涯学習課内）
� （☎37-3113）

児童扶養手当等について

福祉課

　児童扶養手当現況届および特別児童
扶養手当所得状況届の受付が始まりま
す。
　この届けは手当を継続して受けられ
るかどうかを審査するもので、提出が
ない場合は８月分以降の手当を受給で
きなくなり、さらに２年間提出がなけ
れば受給資格を喪失してしまいます。
　忘れずに早めに手続きをしましょう。
※児童扶養手当の現況届けについて
は、内容確認のため必ず受給者本人
による提出をお願いします。
受付期間
○児童扶養手当現況届
　８月１日（金）～８月29日（金）
○特別児童扶養手当所得状況届
　８月11日（月）～８月29日（金）
必要なもの
　印鑑・手当証書・保険証・その他必
要書類（該当者のみ同封します）
受付場所
・福祉課　児童家庭班（愛野総合支所
２階）
・福祉課　吾妻駐在（市役所本庁）
・各総合支所　市民生活課
問　福祉課　児童家庭班�（☎36-2500）

市からのお知らせINFORMATION
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加
者
募
集
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道
は
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性
別
に
関
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な
く
、

誰
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楽
し
め
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ポ
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を
し
た
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て
い
る
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、
始

め
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せ
ん
か
。

日
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・
９
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４
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木
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（
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８
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問
合
せ
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☎
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６
２
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５
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第
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コ
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ク
ー
ル
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会
保
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る
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。
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度◎
ポ
ス
タ
ー
の
部　

画
材
は
自
由
、
用
紙
は
四
つ
切

基
本
要
件

・
公
的
年
金
を
テ
ー
マ
に
す
る
こ
と

・
自
己
の
作
品
で
未
発
表
の
作
品
で
あ

る
こ
と

・
作
品
の
返
却
は
原
則
と
し
て
入
賞
外

の
作
品
の
み

・
著
作
権
は
同
事
務
局
に
あ
る

応
募
期
限　

10
月
１
日
（
水
）
ま
で

応
募
方
法　

学
校
で
取
り
ま
と
め
て
応

募※
11
月
に
県
美
術
館
で
作
品
展
を
行
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対
象　

食
育
活
動
に
取
り
組
む
個
人
、

団
体
、
企
業

内
容　

食
育
の
自
主
的
、
自
立
的
な
活

動
を
推
進
す
る
た
め
、
地
域
や
学
校
な

ど
で
「
食
」
や
「
農
林
水
産
」
の
知
識
、

経
験
な
ど
の
話
、
郷
土
料
理
な
ど
の
調

理
実
習
、
体
験
の
受
け
入
れ
な
ど
、
食

育
活
動
に
取
り
組
む

募
集
期
限　

８
月
31
日
（
日
）
必
着

応
募
方
法　

応
募
用
紙
に
記
入
の
上
、

県
の
食
育
・
食
品
安
全
推
進
室
へ
提
出

問　

長
崎
県
食
育
・
食
品
安
全
推
進
室

☎
０
９
５
（
８
９
５
）
２
３
６
６

地
域
連
携
拠
点
事
業
の
お
知
ら
せ

お
悩
み
の
中
小
企
業
の
皆
さ
ま
へ

　

雲
仙
市
商
工
会
で
は
、今
年
か
ら「
地

域
力
連
携
拠
点
事
業
」
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
他
の
中
小
企
業
支
援

機
関
な
ど
と
の
つ
な
が
り
を
生
か
し

て
、
悩
み
を
抱
え
る
中
小
企
業
や
新
し

い
こ
と
を
始
め
た
い
中
小
企
業
な
ど
を

積
極
的
に
見
つ
け
出
し
、
経
営
状
況
の

課
題
の
把
握
や
課
題
解
決
に
向
け
た
戦

略
の
立
案
を
支
援
す
る
も
の
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、
窓
口
相
談
や
巡
回
相

談
を
行
っ
た
り
、
パ
ー
ト
ナ
ー
機
関
と

連
携
し
た
り
し
て
、
専
門
家
の
派
遣
、

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
な
ど
を
行
う
ほ

か
、
国
や
地
方
自
治
体
の
施
策
な
ど
も

活
用
し
て
支
援
を
行
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問　

雲
仙
市
商
工
会

☎
０
９
５
７
（
3６
）
３
９
１
１

平
成
19
年
度
森
林
環
境
税
を
活

用
し
た
事
業
実
績
に
つ
い
て

　

本
県
の
森
林
は
県
土
の
約
６
割
を
占

め
、
豊
か
な
水
源
を
育
み
、
洪
水
や
土

砂
災
害
の
防
止
、
二
酸
化
炭
素
を
吸
収

し
て
地
球
温
暖
化
を
防
ぐ
働
き
を
す
る

な
ど
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
欠
か
せ
な

い
、
重
要
な
機
能
を
持
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
大
切
な
森
林
を
未
来
に
引
き
継
ぐ

た
め
に
、
平
成
19
年
度
か
ら
「
な
が
さ

き
森
林
環
境
税
」
を
導
入
し
、「
環
境

重
視
」と「
県
民
参
加
」の
視
点
に
立
っ

た
新
た
な
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

平
成
19
年
度
の
実
績　

県全体
実績 補助額（うち国庫）

水源の森緊急整備 ３４７．７ha １１８，５６０千円
(38，427千円)

侵入竹林緊急整備 １．９ha １，３６３千円
風倒被害林緊急整備 １．２ha １，１２４千円
林内路網緊急整備 ５１．４㎞ ６４，０９８千円

(27，776千円)
しまの間伐促進 3113.6㎥ 6，000千円
県民参加の森林づくり 42件 44，565千円

合��計 235，710千円
(66，203千円)

問　

県
林
務
課
計
画
調
整
班

☎
０
９
５
（
８
９
５
）
２
９
８
３

東
洋
医
学
秋
期
講
座

日
時　

９
月
７
日
（
日
）

午
前
10
時
～
午
後
４
時

場
所　

吾
妻
町
ふ
る
さ
と
会
館　

�

２
階　

第
１
研
修
室

情　報
Information

問い合わせはこちらまで

雲仙市役所
国見総合支所

瑞穂総合支所

愛野総合支所

千々石総合支所

小浜総合支所

南串山総合支所

雲 仙 出 張 所

教 育 委員会
国 見 駐 在

瑞 穂 駐 在

吾 妻 駐 在

愛 野 駐 在

小 浜 駐 在

南 串 山 駐 在

福 祉事務所

☎0957（38）3111
☎0957（78）2111

☎0957（77）2111

☎0957（36）2111

☎0957（37）2001

☎0957（74）2111

☎0957（88）3111

☎0957（73）3445

☎0957（37）3113
☎0957（78）1100

☎0957（77）2125

☎0957（38）3108

☎0957（36）0616

☎0957（74）2111

☎0957（88）3114

☎0957（36）2500

●広報うんぜん
平成20年8月32



演
題　

○『
特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健
指
導
』

　

講
師　

高
村
内
科
医
院
長　

�

高
村
邦
彦
先
生

○
『
東
洋
医
学
と
健
康
』

　

講
師　

威
光
会　

松
岡
病
院
理
事
長

�
松
岡
伯
菁
先
生

※
講
座
終
了
後
に
東
洋
医
学
健
康
相

談
、
鍼
・
灸
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
施
術

体
験
（
無
料
）
も
で
き
ま
す
。

問　

㈳
長
崎
県
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
会

�

学
術
部
長　

下
釜

☎
０
９
５
（
８
６
２
）
２
２
６
３

バ
キ
ュ
ー
ム
車
の
公
売

　

南
高
北
部
環
境
衛
生
組
合
で
は
、
更

新
の
た
め
不
要
と
な
っ
た
バ
キ
ュ
ー
ム

車
２
台
を
公
売
し
ま
す
。
畜
産
関
係
の

尿
運
搬
用
な
ど
と
し
て
使
え
ま
す
の

で
、
希
望
す
る
人
は
当
日
組
合
ま
で
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

公
売
物
件　

バ
キ
ュ
ー
ム
車
３
ｔ

�

（
容
量
２
７
０
０
ℓ
）…
２
台

公
売
日　

８
月
20
日
（
水
）
午
後
２
時

公
売
場
所　

南
高
北
部
環
境
衛
生
組
合�

�

（
グ
リ
ー
ン
ハ
ッ
ト
環
境
セ
ン
タ
ー
）

�

（
国
見
町
神
代
己
10
番
地
）

問　

南
高
北
部
環
境
衛
生
組
合

☎
０
９
５
７
（
７８
）
２
８
１
７

平
成
20
年
度

長
崎
県
警
察
官
採
用
試
験

職
種　

警
察
官
Ⅲ
類

受
験
資
格　

昭
和
53
年
４
月
２
日
～
平

成
３
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

で
、
４
年
制
大
学
（
準
ず
る
も
の
を
含

む
）
を
卒
業
し
た
人
（
平
成
21
年
３
月

31
日
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
人
を
含

む
）
以
外
の
人

第
１
次
試
験　

10
月
19
日
（
日
）

第
２
次
試
験　

11
月
中
～
下
旬
の
予
定

受
付
期
間　

�

８
月
11
日
（
月
）
～
29
日
（
金
）

※
詳
し
く
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問　

雲
仙
警
察
署
警
務
課

☎
０
９
５
７
（
７5
）
０
１
１
０

島
原
地
域
広
域
市
町
村
圏
組
合

消
防
吏
員
採
用
試
験

職
種　

消
防
吏
員

受
験
資
格　

両
区
分
と
も
要
件
を
す
べ

て
満
た
す
人

試
験
区
分
Ａ　

高
等
学
校
卒
業
程
度

の
学
力
を
有
し
、
昭
和
5８
年
４
月
２
日

～
平
成
３
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
人

試
験
区
分
Ｂ　

高
等
学
校
卒
業
程
度

の
学
力
を
有
し
、
①
昭
和
3７
年
４
月
２

日
～
昭
和
４８
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人
②
消
防
吏
員
と
し
て
10
年
以
上

の
実
務
経
験
が
あ
る
人
③
消
防
士
長
以

上
の
職
の
経
験
を
有
す
る
人
で
あ
る
こ

と
。

※
両
区
分
と
も
採
用
後
は
、
同
組
合
消

防
本
部
の
管
轄
区
域
内
に
居
住
で
き
る

人
で
あ
る
こ
と

試
験
内
容
、
日
程
お
よ
び
場
所

試
験
区
分
Ａ　

第
１
次
試
験　

○
体
力
試
験　

９
月
20
日
（
土
）

�

島
原
市
立
第
二
中
学
校

○
学
力
試
験　

９
月
21
日
（
日
）

�

同
組
合
消
防
本
部

試
験
区
分
Ｂ

○
小
論
文・面
接
試
験�

９
月
21
日（
日
）

�

同
組
合
消
防
本
部

受
付
期
間　

�

８
月
４
日
（
月
）
～
22
日
（
金
）

※
詳
し
く
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問　

島
原
地
域
広
域
市
町
村
圏
組
合

�

消
防
本
部
総
務
課

☎
０
９
５
７
（
６2
）
７
７
１
１

お
盆
の
く
み
取
り
は
お
早
め
に

　

お
盆
近
く
に
な
る
と
、
く
み
取
り
依

頼
が
集
中
し
、
お
盆
ま
で
に
く
み
取
り

が
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

早
め
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問○
南
高
北
部
環
境
衛
生
組
合
（
硝
化
セ

ン
タ
ー
）
…
８
月
15
日
（
金
）
は
お
盆

休
み
の
た
め
、
８
月
９
日
（
土
）
を
代

替
日
と
し
ま
す
。

☎
０
９
５
７
（
７８
）
２
８
１
７

・
辰
田
衛
生
舎

�

☎
（
７８
）
２
２
１
１

・
西
日
本
衛
生
舎

�

☎
（
3８
）
２
７
７
５

○
小
浜
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

�

（
通
常
ど
お
り
）

☎
０
９
５
７
（
７４
）
２
５
５
２

・
千
々
石
衛
生
社

�

☎
（
3７
）
２
６
１
５

・
有
限
会
社
佐
藤
清
掃

�

☎
（
７４
）
２
３
５
８

・
株
式
会
社
西
松

�
☎
（
８2
）
４
７
５
７

精
霊
船
お
よ
び
提
灯
、灯
籠
な
ど

の
処
理
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

精
霊
船　

○
精
霊
船
は
、
海
岸
な
ど
で
は
絶
対
に

燃
や
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

○
精
霊
船
は
解
体
し
、
可
燃
物
は
高
さ

0.6
m
、
幅
１
m
、
長
さ
２
m
以
下
に

し
て
、
西
部
リ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
へ
直
接

搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　

不
燃
物
に
つ
い
て
は
金
属
部
分
の
み

を
国
見
町
・
瑞
穂
町
在
住
の
人
は
島
原

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ン
ト
に
、
吾
妻
町
～

南
串
山
町
在
住
の
人
は
県
央
不
燃
物
再

生
セ
ン
タ
ー
に
直
接
搬
入
し
て
く
だ
さ

い
。

提
灯
、
灯
籠
な
ど　

○
切
子
灯
籠
（
素
材
が
可
燃
物
の
み
で

で
き
て
い
る
も
の
）
は
、
可
燃
ご
み
用

袋
に
入
れ
て
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出

す
か
、
西
部
リ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
へ
直
接

搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

○
丸
提
灯
、
丸
灯
籠
（
素
材
に
分
別
の

難
し
い
針
金
、
釘
な
ど
の
不
燃
物
が
使

わ
れ
て
い
る
も
の
）
は
、
針
金
部
分
を

３
～
４
つ
に
裁
断
し
て
、
電
気
部
分

（
コ
ー
ド
含
む
）
を
取
り
外
し
、
可
燃

ご
み
用
袋
に
入
れ
て
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
に
出
す
か
、
西
部
リ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

に
直
接
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　

電
気
部
分
（
コ
ー
ド
含
む
）
は
、
不

燃
ご
み
用
袋
に
入
れ
て
ゴ
ミ
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
出
す
か
、
国
見
町
・
瑞
穂
町

在
住
の
人
は
島
原
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ン

ト
に
、
吾
妻
～
南
串
山
在
住
の
人
は
県

央
不
燃
物
再
生
セ
ン
タ
ー
に
直
接
搬
入

し
て
く
だ
さ
い
。

※
い
ず
れ
も
、
直
接
搬
入
時
に
は
、
ご

み
処
理
手
数
料
が
必
要
で
す
。

問・
西
部
リ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
（
可
燃
物
）

　

☎
０
９
５
７
（
2７
）
５
６
０
０

・
島
原
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ン
ト（
不
燃
物
）

　

☎
０
９
５
７
（
６４
）
４
８
８
５

・
県
央
不
燃
物
再
生
セ
ン
タ
ー（
不
燃
物
）

　

☎
０
９
５
７
（
23
）
３
８
９
２

障
が
い
の
あ
る
人
を
対
象
と
し

た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
の
免
除

基
準
が
一
部
変
更
さ
れ
ま
す

　

10
月
１
日
か
ら
次
の
よ
う
に
な
り
ま

す
。

全
額
免
除

○「
身
体
障
害
者
」「
知
的
障
害
者
」「
精

神
障
害
者
」が
世
帯
構
成
員
で
あ
り
、

世
帯
全
員
が
市
町
村
民
税（
住
民
税
）

非
課
税
の
場
合
に
、
全
額
免
除
と
な

り
ま
す
。

半
額
免
除

○
視
覚
・
聴
覚
障
害
者
が
世
帯
主
の
場

合
に
、
半
額
免
除
と
な
り
ま
す
。

○
重
度
の
障
害
者
（
身
体
障
害
者
、
知

的
障
害
者
・
精
神
障
害
者
）
が
世
帯

主
の
場
合
に
、
半
額
免
除
と
な
り
ま

す
。

申
請
窓
口

　

福
祉
事
務
所
、
福
祉
課
吾
妻
駐
在
、

各
総
合
支
所
市
民
生
活
課

問
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
長
崎
放
送
局
営
業
部

　
　

☎
０
９
５
（
８
２
１
）
１
１
８
８

　

・
雲
仙
市
福
祉
事
務
所

　
　

☎
０
９
５
７
（
3６
）
２
５
０
０

寄付のお礼
雲仙市奨学資金貸付基金へ
宮本徳男　様（千々石町）

お見舞返しに代えてご寄付を
いただきました。
ありがとうございました。
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受付時間：午後１時～２時３０分
健（検）診の種類 実施日 会　　　場

特定健診

健康診査

若年者健診

生活機能評価
＋

結核・肺がん検診

大腸がん検診

前立腺がん検診

肝炎ウィルス検査

	 ８月	 １日（金） 　　小浜老人福祉センター
	 ８月	 ７日（木）

　　千々石保健センター	 ８月	 ８日（金）
	 ８月	１０日（日）
	 ８月	１１日（月）
	 ８月	１９日（火） 　　南串山保健福祉センター
	 ８月	２１日（木）

　　吾妻町ふるさと会館
	 ８月	２２日（金）
	 ８月	２４日（日）
	 ８月	２５日（月）
	 ８月	２６日（火）
	 ８月	２９日（金） 　　愛野保健福祉センター
	 ９月	　５日（金）

　　瑞穂町公民館	 ９月	　７日（日）
	 ９月	　８日（月）

受付時間：午前８時３０分～１０時
健（検）診の種類 実施日 会　　　場

胃がん検診

腹部エコー検査

	 ８月	 ５日（火） 　　南本町公民館	 ８月	 ６日（水）
	 ８月	 ７日（木） 　　やまびこ会館
	 ８月	１９日（火） 　　千々石保健センター	 ８月	２０日（水）
	 ８月	２８日（木） 　　吾妻町ふるさと会館	 ８月	２９日（金）

受付時間：午前８時３０分～１０時
健（検）診の種類 実施日 会　　　場

　国民健康保険に加入している４０歳～７４歳
の人で、「胃がん検診｣「特定健康診査」など
を一緒に受ける場合は、右の日程で受診して
ください。

	 ８月	１０日（日） 　　千々石保健センター	 ８月	１１日（月）
	 ８月	２４日（日） 　　吾妻町ふるさと会館	 ８月	２５日（月）
	 ９月	 ７日（日） 　　瑞穂町公民館	 ９月	 ８日（月）

受付時間：午前８時３０分～９時、午後１時～１時３０分
健（検）診の種類 実施日 会　　　場

子宮がん検診 　 乳がん検診

骨粗しょう症検診

	 ８月	 ４日（月）
　　南串山保健福祉センター

	 ８月	 ５日（火）
	 ８月	 ６日（水） 　　愛野保健福祉センター

8 月 集 健団 診 　対象者、自己負担金等異
なります。
　詳しくは、健診に関する
お知らせをご覧ください。

子どもに関する相談電話のお知らせ
雲仙市教育委員会

「親子ホットライン」
いじめの問題や不登校、そのほか子どもの教育
におけるいろいろな悩み相談にも対応します

雲仙市福祉事務所
「家庭ホットライン」

虐待されていたり、虐待されていると疑われる
子どもを発見したらお電話ください

その他、子育てについての悩みでも結構です

長崎県教育委員会
「いじめ相談ホットライン」
－24時間電話相談（全国統一ダイヤル）－

0120-967947 0120-928471 0570-078310
な や み 言 お う

※PHS、IP電話からはつながりません（フリーダイヤル） （フリーダイヤル）

教育委員会学校教育課 家庭児童相談室 長崎県教育委員会
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■人　口：49,882人（前月比－53人）
　　　　　男性：23,685人／女性：26,197人
■世帯数：16,459世帯（前月比－5）
　※平成20年６月末現在（住民基本台帳）

ひとのうごき（雲仙市の人口）

■月：冷房病
■火：でべその治療
■水：夏に多い手足口病
■木：水泳と耳・鼻の病気
■金：歯磨き粉の選び方
■土・日：最近増えてきた卵巣がん
       
       
      

今月の健康テレホンテーマ（長崎県保険医協会）

電話 095(826)5511

☆午前９時～翌朝９時までの24時間、同じ内容のテープが流れます

　診療時間　午前9時～午後5時

　国の行政機関などの業務への苦情、相談や要望はあり
ませんか。相談は無料です。

■市県民税（２期）、国民健康保険税（２期）
　　　　　　　　９月１日（月）が納期限です
　あなたの税で あかるい ゆたかな 街づくり

今月の税

休日在宅当番医

稲本相談委員（国見町）　国見総合福祉センター

8月4日（月）、9月1日（月）　9:00～12:00

城相談委員（瑞穂町）　瑞穂町公民館

8月4日（月）、9月1日（月）　9:00～12:00

荒木相談委員（吾妻町）　吾妻老人憩の家

8月6日（水）、9月3日（水）　13:30～16:00

田尻相談委員（愛野町）　愛野保健福祉センター

8月22日（金）、9月19日（金）　13:30～16:00

町田相談委員（千々石町）　千々石総合支所相談室

8月11日（月）、9月8日（月）　13:00～16:00

中村相談委員（小浜町）　小浜総合支所2階第2会議室

8月5日（火）、9月2日（火）　13:00～16:00

茂相談委員（南串山町）　南串山総合支所別館第1会議室

8月5日（火）、9月9日（火）　13:00～15:00

行政相談

日 医　療　機　関 電話番号 所在地

8月3日

10日

17日

24日

31日

9月7日

松尾胃腸科外科医院
泌尿器科･皮ふ科 菅医院
梅津医院
菅医院
本田医院
公立新小浜病院
松本内科医院
菅耳鼻咽喉科
太田整形外科
ひらゆ医院
佐藤医院
馬場医院

78-1000
88-3151
78-5156
74-2457
78-2768
74-2211
65-3333
88-3131
78-5413
74-5833
78-5555
73-3666

国見町
南串山町
国見町
小浜町
国見町
小浜町
国見町
南串山町
国見町
小浜町
国見町
小浜町

☆変更になる場合がありますので、電話連絡後、受診してください

【歯科】診療時間　午前9時～正午
日 医　療　機　関 電話番号 所在地

8月3日

10日

17日

24日

31日

9月7日

田口歯科医院
寺田歯科診療所
馬場歯科医院
山口歯科医院
広田歯科医院
大岡歯科医院
萩尾歯科医院
大場歯科医院
津田歯科医院
みなと歯科医院
永田歯科医院
キタ忍歯科医院

87-2263
62-4427
88-3215
62-3016
88-3800
63-7616
74-5100
62-4579
75-0281
63-1747
37-2007
63-6711

南島原市
島原市
南串山町
島原市
南串山町
島原市
小浜町
島原市
小浜町
島原市
千々石町
島原市☆日程や時間など変更になる場合があります。詳細については

　各地区の総合支所まで確認してください。
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▼
巻
頭
で
も
紹
介
し
て
い
ま
す
が
、

今
年
10
月
に
雲
仙
市
と
長
崎
市
で

「
全
国
棚
田
（
千
枚
田
）
サ
ミ
ッ
ト
」

が
開
か
れ
ま
す
▼
棚
田
と
い
え
ば
、

私
に
と
っ
て
は
幼
い
こ
ろ
か
ら
見
慣
れ

た
風
景
で
す
が
、
改
め
て
見
て
み
る
と
、

そ
の
迫
力
に
圧
倒
さ
れ
ま
す
▼
場
所

に
よ
っ
て
は
、
私
の
身
長
の
何
倍
も
の

高
さ
に
な
る
石
垣
が
幾
重
に
も
連
な

り
、
積
ま
れ
て
い
る
石
は
一つ
と
し
て
同
じ
も
の
が

あ
り
ま
せ
ん
。
人
の
手
で
築
き
上
げ
ら
れ
た
と
は

思
え
な
い
石
垣
が
み
せ
る
曲
線
美
に
、
思
わ
ず
目

を
奪
わ
れ
ま
す
▼
し
か
し
、
こ
の
美
し
い
棚
田
は

観
賞
す
る
た
め
に
築
か
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
生

活
の
糧
を
得
る
た
め
に
築
か
れ
た
も
の
で
す
。
そ

し
て
、
今
も
守
り
続
け
て
い
る
人
た
ち
が
い
ま
す
▼

そ
ん
な
棚
田
を
守
り
、
未
来
へ
受
け
継
ぐ
た
め
に
、

棚
田
（
千
枚
田
）
サ
ミ
ッ
ト
が
開
か
れ
、
全
国
か

ら
多
く
の
人
が
雲
仙
市
を
訪
れ
ま
す
。
私
た
ち
は
、

棚
田
の
石
垣
の
よ
う
に
、
し
っ
か
り
と
力
を
合
わ
せ
、

全
国
の
皆
さ
ん
を
迎
え
た
い
も
の
で
す
。
そ
し
て
、

棚
田
の
未
来
に
つ
い
て
大
い
に
語
り
合
い

ま
し
ょ
う
。

▼
最
近
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
お
け
る
市
内
の

子
ど
も
た
ち
の
活
躍
に
は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ

り
ま
す
。
私
が
小
学
生
だ
っ
た
頃
は
県
大
会
に
出

場
す
る
だ
け
で
も
す
ご
い
こ
と
だ
っ
た
の
に
・
・
・
。

暑
い
中
で
の
戦
い
と
な
り
ま
す
が
、
水
分
を
こ
ま
め

に
と
る
な
ど
し
て
、
体
調
に
は
気
を
つ
け
て
く
だ
さ

い
ね
▼
こ
の
水
分
に
つ
い
て
近
ご
ろ
思
う
の
で
す
が
、

ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
の
種
類
が
多
く
な
っ
た
と
思
い

ま
せ
ん
か
？ 

昔
は
片
手
で
数
え
ら
れ
る
く
ら
い
の

種
類
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
は一
体
ど
れ

ほ
ど
あ
る
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
だ
け
水
分

補
給
の
必
要
性
が
重
要
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
以
前
の
「
運
動
中
に
水

分
を
と
る
な
ん
て
も
っ
て
の
ほ
か
」
と
い
っ
た
風
潮

は
い
ず
こ
へ▼
の
ど
の
渇
き
を
感
じ
た
時
に
は
、
す

で
に
脱
水
症
状
を
起
こ
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
い
る
、
し
て
い
な
い
に
か
か
わ

ら
ず
、
し
っ
か
り
と
水
分
を
補
給
し
ま
し
ょ
う
。

た
だ
し
、
が
ぶ
飲
み
は
禁
物
で
す
よ
。

745-19
306㎡

745-20
282㎡

745-21
321㎡

745-22
511㎡

745-23
451㎡

745-24
451㎡

745-25
444㎡

745-26
411㎡

745-35
404㎡

745-36
438㎡

745-37
412㎡

745-38
423㎡

745-39
410㎡

745-40
315㎡

745-27
389㎡

745-34
383㎡

745-28
355㎡

745-33
349㎡

745-29
355㎡

745-32
349㎡

745-30
363㎡

745-31
356㎡

住宅用地分譲のお知らせ住宅用地分譲のお知らせ

牛口
みなとタウン

（雲仙市吾妻町牛口名字牛口）

うし　ぐち

牛口
みなとタウン

位置図

区画図

９月
１日

申込
受付

開始
予定

販売価格　9,404円～9,730円

分譲面積　282㎡～511㎡
※詳細については、広報うんぜん９月号および
　市ホームページでお知らせします。

（㎡あたり）

（約85坪） （約155坪）

牛口みなと公園

※分譲区画については、
　平成20年７月10日現在
　のものです。

上下水道完備

管財課　財産管理班（☎38-3111）問
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